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時 の 言 葉
博 覧 舎 と 建 築 家

花咲く春はまた博覧曾の花聞く春である。もはや博覧曾l土、春に欠くことのできない季

節の景物となったかの慨いがある。景物としてみれば、それは正に建設技巧の咲かせた花

と言えよう。

この春もまた各地で博覧曾が開催され、また開催されょっとしている.

載後五年、この圏の博覧曾も漸く本格的になって来た観があるが、建築のことに携わる

者には博覧曾は特に関心が深い. それは建設技巧と深いつながりがあるからである.

建築家が博覧曾計画の賓現に参画する場合建築家の責任は甚だ重大である。それは恰度

演劇に、おける作家と演出家と舞台装置家との関係とよく似ている. 博覧曾で這られる施設

は大部分が一時的なものであるが、しかも観る人に劃して最もアトラクテイヴで、イムフ・

レヴシヴでなければならない。そしてまた高い能率性が要求される。こ L こそ建築家の夢

と技巧の世界である。

主催営事者と建築家との聞の相互の深い理解と協力とだけが、一層美しい博覧曾の花を

聞かせるであろう。
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神 戸 博

王子会闘のコーペフェア で 、 私 の 素直な感ｊｪｾＺＭ，て

合致する場所を探しているうちに外閤館で足が止

まった。素直な感魔同色 k えと僚件; a平均し て邪腿

するも のの僅少である事そ必要とする。

現有さ までの 日本での生活の周囲は色彩や物の形

等で混雑してい るのである。 f砕流舎の建物は洋式

であ るか ら、 その展示さ れた物品が 日本的友色ベJ

形ぞ もっているよ りけタト閣の文感や外岡0) 憲裟 1:

色彩であった場合の方が勿論紫直に受け正 れあり

は道理であ るから 、5fJ ，、はとと は感 じがいいと 思、っ

たま ででまう る。 日本の博覧舎は幾年経って後開併

されて も、いつ も外岡館の方が去 と交ってい ると

思われる事にな 乙。こ れは致 し方主主 い。
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磯 頁 平

アメリカフェア

ここ 同紳戸間 よりはす ζ し く悶 らん含

らし くな い外観 をも って いると とで損で

ある。

南方 ともお粗末なの 付致し方 ない とし

て も、今す こしお組 末てない外槻 をもっ

た博官舎そ一生の うち一度みて置き たい

ものと，巴ってい る。

はるば るみに くる日本の間合のお婆 さ

んが 、紙と 泥 と放片で出来た ものが博覧

含fざと思った ままで 死んでゆくのも 策の

毒 だ。一部 内 容 は勿論 ｾ， ｾ、も のそならべ

てあるとして も。
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神 戸 建博 の

抑々紳戸で博覧舎を聞とうと云 5 計者誌は 、昭和

22年春故小寺前榊戸市長就任省初からの抱負であ

って、之に依り鞍禍で焼土と化した紳戸の貿易産

業の振興と、文化の護展とを圃り、併せて市公共

施設の復奥に安せんとするものでるる. 昨24年 春

じ至り、漸くその横熟し、同 6 月日 本貿易産業際

賞舎、略構紳戸博と名乗ｾ揚け、新形式のテｽマ

ー展開法を採用、珠算 4 億 7 千万円を以て兵庫県系

と榊戸市とが共催ずる事となった. 合期段去る 3

月15日から 6 月15 日迄である。之が撞築には市の

建築課が営れ法規的監督面では鯨の建築部に協

力して貰った。

会場の摸定に段、最初王子公園の他に、布引公

園、或ぽ須磨海潰公園と候補地が傘けられ、合場

の重主も単複南説が出て論議さ t L"とが、 結局取地の

大きさ、交通の使の他、地元の要笠も容れ て、王

子、湊} [1の東西 2 合場に決定を見? と。王子舎場の

敷地は、元関西接院跡と其の隣接地を含む市立王

子公園であって、都市計蓄の上では綜合運動場に

指定されている。南は市電八幡線に面し、省線灘

騨の北 2 丁にあり、東西の買さ約 200 問、南北約

190 問、面積約 45，000坪で、南北に約30米の高低

発のある傾斜地である. 叉湊川合場は凄川新開地

の北に趨〈市立湊川公園で、市電山手線の所謂湊

川トンネルの上に跨がり、敷地面積 5，000: f j f 、市

立勧業舘を中心 とするもので変る. 後者は今回建

築として述べる程の事も無いので、此庭では主と

して王子舎場に就て逮ι: る事にする。

玉子合場の諸施設の配置を計醤するに営り先づ

考えなければならぬのは次の諸要賠であった。

1. 原形の特性を 生かし、無理な整地の排除。

ＲＮ 今回の 施唆 ｾ梓来の運動 場 に可 及的利 用。

B. 既存施設の活用。

4. 博覧舎シナリ才と建物配列の合致。
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吾 九

百叉 就 い て

野 清回

5. 傾斜地の登華が築で且互に交叉せぬ導続。

即ち合場の西宇は美しい森もまうり叉将来とも此

原形を保存 し得る庭主主ので、恒久的施設となるべ

き迎賓舘( 陣用後市公舘… 元駐務所の改造、以下

同断) 3 現 舘 く小美術舘… 元雄奔堂〉プール〈新

設) 4 現舘( 水泳舘… 新築〉野外劇場〈元相撲場〉

等を配 lペ之に反して東半の大部分と 北添いの一

帯段、将来更に一段の整地を要する地直なので、

今回は最小限度の整地に止め、唯10競舘〈選手宿

舎一元校舎〉を除き何れも一時的施設を集めた.

之等の制約の篤特設舘の橡定地に充分な余裕がと

れなかった憾がある。南北の傾斜地を登る場合に

出来るだけ之を緩和する目的で、東西にジツグサ・

ツグt主導線を探り、叉一部には東西に長〈陸橋を

架けて之に蓮る各段地の連絡通路とすると共に、

展祭遊歩廊じ利用: 叉之と交叉する他の導線を立

体的に分離する事じ役立たせた. 叉今回博覧舎の

特色とするシナリオのテ ーマーが、序曲、国土、

世界、生産、通商、文化と展開するに従い、夫 k

じ婿するグループの主要舘ｾ配列し、之 ｴ 三次いで

特設舘在、最後じ娯業的施設を配置した。

建築鳩坪敷ぽ約 i ，OOO坪で、大別すると博覧舎

自体で建てるもの 5，000 坪強、特設舘 2，000 坪弱

此内現地利用の建物 1，300 坪である. 又終了後現

地残存? 象定のもの約 3，000 坪。他は何れ も他庭に

移築の議定である 。

日本の現放では博覧舎のみを目的とする建物じ

重要資材を使用する事は許されたいので、終了後

の目的を 確立 し、之ｾ主眼とする計叢を建てた。

即ちそのまゐ将来運動場施設に友るべきものは別

として、他は縞て終了後は他に移築して校 舎や 公

民館に車専用される事 としたので、之等の設計には

例えば校舎にする物では、市の校舎規格に準操ず

る事とした. 木造建の物は大抵 2 階建吹抜き、柿



板葺きとし、舘内一部に中 2 階 aを架け、展示効果

を豊かにすると共 t亡、中 2 階歩廊をそのま お舘外

に導き、高低発ある隣地 えの導線の軽減に資した

特じ地形の閥係から、屋根面が見下される場合が

多いので、業の取扱方に注意した。舘内土開通路

は後の時用を考えて道路鋪装用コ ンク リートプロ

ックを用いた。鎖骨建築は 6 披告官で、奮海軍航空

陵格納庫の博材. : a 車専用し、将来体育館とする目的

を以て内法高等を定めた。既存建物ぽ鞍災により

甚しく破損荒慶していたが、細て本格的修理復曹

を施す事とした。舘内展示装飾は、出品部の計番

ず仲々樹たないので、建築から切離して考える事

に主主ったが、結果は面白くすよ かった。

主要建築の賓施設計は大部分建築事務所に依頼

する事とした。之は博覧含の矯に市の卒常業務が

支障を来したり、又臨時増員も許されないので、

僅か 3名の課員そ専任して建築の調査や基本準備

諸手鏡、雑設計、其他の綿括的業務に嘗らせる他

は、基本計茜と珠算の概要を示して、 一切事務所

にお任せする事にした。

入札方式は、膝市及大接、商工舎議所の関係者

によって審議舎を組織し、その結果、 1 件 1 業 者

主義、 1 回の入札じ鯨市指定業者の中から 10名宛

. : a 撰んで競争入札し、各業者は三固まで参加出来

る。叉工事の大小、難易に際じて之. : a 3 クラスに

直別して、夫々適営な組合せをする事に決定し、

市に於て之. : a "l l r施した。

附帯施設は綿て市建築課に於て設計そした。電

気は場内自家用とし、本部建物〈凶器舘〉の受電

戸建築@ J ) 金物

? 工帥ド7イザ

ーそ イセ 湯浅金物株式曾社

ＱＱＱ 量 ｉｉｉｾ 布 ｚ 岡品協お社
長笠叩料品32京芸誌

室にて配電舎世よ り受け、 場内各部に配綾してい

る。使用電気量千K W、照明は舘内に主力. : a 置き

舘外除夜間閉場の魚、単に特定建築物への投光照

明の他段、合場内夜警に必要な最ノj 、限度の屋外燈

に止めた。電話は曾場が市内通話管外にあるので

特に無理をお願して、余裕の少い市内局の電話線

10本そ引いて貰い、本部の交換台によって各舘に

蓮接すると共に 、公衆電話 も要所に配備 した。場

内放還としては場内トラムペット及び各吉宮内に南

商スピーヵーを取付けた。給水は市上水道の 2 系

統そ引込み、舎場内各所に給水するととにした。

消火施設は特に重硯し、水道消火栓の他、プール

や池、貯水槽等の貯水利用そ考え、叉自動並に手

動火災報知機を各舘に多数取付け、之を合場内消

防員詰所の標示装萱に連結して、火災の早期護見

に備え、更に場内に消防自動車 2 台ぞ常駐せしめ

て高金. : a 期し? と。瓦斯tま主として炊事場、浴室を

具備する特定の建物にのみ用意した。

建設の経過そ顧みるに、一般配置計禽は、種 k

の試案を基として、先づ業第 1*案を得たのは、

昨年 6 月上旬で、直ちに現地民家の立退き移碍に

着手 した。衣で 7 月下旬より猿地工事. : a 始めた が

岩石や石垣、基礎の残骸が多くて、短期間では仲

々の難工事であった。第 1次案は業後更にシナリ

才『亡依って幾度かの検討と修正が加えられて、君、

最々後的主主案に主主したのは、 8 月中頃。之じ依り

賓行強算. : a 組み、建築認可申請の手績きそ出して

賓施設計じ取か当ったのは 9 月下旬である。

11月上旬、建設省の認可が下りるや、同時に主

要建物の入札ぞ行い、工事に着手したが、出品部

側の度重なる嬰更じ悩まされ、叉議定以上に出品

量の増加と、情勢饗化に伴う必要性から 、建築の

配分に嬰更を加え、念に本舘関係の増設を余儀な

くされて、可成り無理な工程に追込まれ るものも

出来た。ともすh. ぱ工程が遁れ牒ちとなるので、

度々工事関係者相寄 h 工程打合せと、難関打開

の協議を行い 、工事の促進そ困った結果、挙にも

目標通t > 2 月中旬を以て大略主要建物の竣功. : a 見

るに至り、 3 月15 日の開場迄の 1 ク月を展示と造

園の工事に奥える事が出来た。

特設舘は、之を出品する各府J罫及び産業方面の
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アζ 麗でるる。
出 足 鈍 く 、 業 の 見 透 し が つ い た の は 12月も末で、

敷 地 の 間 分 と 11頂 路 の 決 定 に は 、 主 催 者 側 の 意 闘 を

無視し身勝手主主自設を固執されて、随分手を焼か

さ れたも の もあ っ た 。 申 込 数 が 次 第 に ff くたって

配 置 計 茜 の 費 更 そ や ら さ れ 、 絡 に は 牧 容 し 切 れ な

い の で 御 飯 り そ す る に ま で 至 っ た 。 叉 中 に は 設 計

と 工 事 を 市 の 方 に 依 託 さ れ た 底 もあった.

電費まと電話の引込みは早くからお願いしてあっ

た が 、 何 分 に も 合 場 附 近 は 都 心 か ら 離 れ 、 復 興 か

ら 取 硬 さ れ て い る の で 、 選 電 、 電 話 の 雨 続 共 新 に

混 く か ら 建 設 し て 来 な け れ ば な ら す ヘ 資 材 と 激 算

或 は 管 区 の 関 係 に 於 る 隆 路 の 震 に 仲 々 容 易 に 事 は

蓮 (i 歩 、 博 覧 合 側 と し て は 大 い に 気 を 操 ま せ ら れ

以上僅か 1年足ち? の短期間に、白紙の上から

純ての部門の準備と建設を強行さぜられる結果、

出品部側の立還すl は建築の方に鶴いて設計にも工

事にも非常に苦努さぜられた。叉闘係のある面は

非常に康範圏であるので、時には崎商多くして結

進ます干の感右と深くした。幸い建設の面に於て段、

関係者各位の非常な熱意と協力で、強定の期限内

に完成: a 見た事は、感謝の他無〈、又今回の我々

の仕事に劃して陰陀陽に、御指導し御支援を賜

った局外の各位に封しでも、厚〈御躍を申し上ゆ

る次第である.
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( 筆者・神戸市建設局建築際長〉

日 本 貿 易 産 業 博 覧 曾 建 物 一 覧 表

第 一 ( 王 子 ) 曾 場 之 部

建 物 名 手 蒋 1 1 規 模 | 建 坪 | 般 術 者

切 符 貿 易 | 引 木 、 卒 、 む 九 、 制 2. 64
1 山 口 建 築 事 お 所

入 口 跡 務 室 、 案 内 所 | グ | グ 1  31止01 グ

量 産 飾 鐙 、 貿 信 1 u  1  グ 1  67. 251  グ

迎 賓 館 | 改 判 木 、 卒 、 鋼 板 及 疋 1 106. 971紳 戸 侮 施 綾 部

① 貌 館 く 序 曲 ) 1薪| 木、中二階モルタル、制 164.001 山 口 建 築 事 筋 所

① グ 〈 養 源 ) 1 グ| グ | 仰. 5 Oi渡 遁 節 グ

① グ ( 観 光 ) 1改| 係 、 卒 、 一 一 ト 1 106.
40

1横 河 工 務 所

① グ ぐ世 界 ) I新| 木 、 中 二 、 腕 、 柿 | 加 . 叫 東 畑 建 築 事 務 所

レ λ トラ y 休 憩 所 | グ| 木 、 卒 、 札 鉄 板 1 204. 001 暁 グ

① 按 館 ( 生 産 賃 演 ) 1 ケl グ 1  209.
30i池 溢 研 究 室

φ 鋭 館 ( 生 産 ) I新 | 餓 骨 、 卒 、 餓 板 1
1
，058ω |置 法 建 築 事 務 所

① グ 初 勝 生m) 1 什木. 二、モルタル、制 248.
95i丹 下 務 究 室

ム ナ ー ド | 什 木 、 I  112. 0 I池 護 研 究 室

① 続 館 〈 交 通 ) I 什木、中二、モルタ J レ、制 213. 8!i :

① グ 〈通 商) I グ| 木、二、モノレ鼻ル、相il 92. 2 I  

⑬ グ f文 化 ) 1 改| 燥 、 三 、 ス レ ー ト 1 36!i .0 : 日 本 建 般 産 業

@ グ 〈 文 化 ) 1判 木 、 卒 、 板 、 締 1 124. 9 : 横 河 エ 絵 所

野 外 演 義 揚 | グ| 木 、 卒 、 板 、 柿 1 1!i 7.5 1  LIJ 口 建 築 事 務 所

兵 庫 館 | 川 木 、 二 、 モ 作タ 人 制 ; 兵 廊 盟 系 燈 繕 銀

神 鋼 グ | グ | 鍛 骨 、 卒 、 ア ル ミ I I武 隠 建 築 事 務 灰

東 北 グ I 11 I木、 卒 、 板 、 鍛 板 I i 貨 温

九 州 グ | グ | グ I  ! 武 図

帝 閣 酸 繁 館 | 新 ， 1餓骨、 卒 、 ア 伊ミ 1 25. 3 1帝 国 鮫 紫

大 阪 グ I 11 1木 、 中 二 、 漆 、 締 1 17. 80; 日 東 j P ; 装

奈 良 1/ 1 グ | 木 、 卒 、 板 柿 1 88. 0 : 奈 良 l係 梼 繕 際

目 立 館 | バ グ 1 22. 0 1構. iii 土

中 日 本 重 工 グ | グ I '1 I  95. 0 I  :文 研

栃 木 グ | バ グ 1  128. 751栃 木 脈 管 繕 保

ウエルピー鉛筆 グ |グ| グ I  30. 0 I長 谷 川 建 築 事 務 所

川 崎 グ | グ | グ I  60.  I 川 崎 重 工 審 繕 楳

東 京 館 | 川 木 、 中 二 、 漆 、 栃 I 157. 0 I デ バ イ ν 庇

日 産 自 動 車 グ 1 11 1木 、 卒 、 漆 、 銭 板 1 32. 0 I /j 、 観 賞 ー

い す ず グ グ | グ | グ 1  85. 93! 武 図 建 築 事 動 所

施 工 者

吉 岡 組

1/ 

飯 田 工 務 庭

園 口 工 務 鹿

田 中 建 設

松 浦 工 毒 事 庄

八 木 組

竹 中 工 毒 事 庖

清 水 建 設

大 日 本 土 木

山 田 工 務 庖

奥 図 工 毒 事 底

大 日 本 土 木

中 山 組

六 日 本 土 木

本 多 建 設

飯 田 建 彼

松 本 態 依

中 島 組

山 間 工 務 底

清 水 建 設

グ

日 米 金 胞

日 東 建 裟

谷 井 奥 行

日 産 土 木

柴 田 工 務 底

清 水 建 段

会

中 島 組

日 産 土 木

切手目ヱ毒事唐



神 戸 博

一- 0 一一

ζ のMS. そ私が書くのほ、私の位置から考えて

必? しも遁営であるとは考へられ主主いので2うるが

丹下氏の命によってその責を果すものである。現

在未F - 十分友考察と反省の時聞をもち得今従って

文肱も亦粗雑友まお御高覧に供さねば友ら念い。

以上の理由から以下に遮ペる締ては皆その文責主主

私個人が負うものである。ち主主みに、私と小槻貫

一君とり紳戸博の展示そ引受けられた新制作祇舎

員丹下健三氏の staff として昨年11月以来現地に

常駐した。

小池落rr二氏による。テーマ。じ従って建築物の

概略を述べるととにする。

建物は組て原則としT 市に於て終了後小撃校に

車専用する目的で 5 間 1分スパンのトラス; a 用いて

建てられている。 1入 p及賢庄街」は山口文象建

築事務所の設計じ基き、飯田工務底〈入口廻り 〉及

び吉田組( 遁続寅庖〉が施工し? と。 Inl et の誘導壁

となる賀庖裏壁には新制作源の柳原義透、佐藤忠

良、舟趣保武の三彫刻家による v リーフが取付け

られた。入口外観構成の arrangement は 丹 下 -

A慨に依り我園博覧舎の玄関として一つのcpoch

; a 劃している。出口部分は紳戸市建設局の設計て

喜うあ。入口を入った突官りに噴水及案内壁がある

が、此庭は最後まで pl ot pl an 上の穴に友ってい

た鹿左大慌てで穴埋し? と鹿であって、池が十分な

効泉; a 上けていない」設計は小槻、施工は竹中工

務居である。

動線の左手に蕎枇務所を改増築した「迎賓館」

は市建設局の設計、西口工務庄の施工に成り他の

トントン葺と好封照; a 示している。

11 競館序曲」設計ぽ山 口文象建築事務所、施

工は田中建設工業である 。二つの建物; a 特色まうる

アーチ型屋根をもっ渡廊下が繁いでいる。この館

と 建 築物

河
ム-
ｾ＠ 正

の最初の建物ぽ日本の現妖分析と改登計苗; a 経情

安定本部と十数回に互る協議の末構成され、その

展示計盤は丹下一韓国一大谷一小槻によクている

1
2 蹴館、資源」設計段渡謹節建築事 務所、施

工は松浦工務庖である。原案は二つの光庭をもっ

ていたのであるが、管施案は並行ぜるニ棟建とな

り中庭が完全友る
dcadspace とな れ 英 上 更 に

苦手t濫てられた展示面積が多かったために過密な内

容と友つ? と事は残念である。との後et は観光の展

示て途中から 、 13 盟館、瀬戸内海」一改控設計

横河エ務所、施工八木組ーーを廻って中二階に戻

るのであるが、折角の手摺から見渡すと小間割の

屋根裏ばかり見えるすさまじい結果じ君主つ? と。

14虫館1 l t 界館J は東畑謙三建築事務所の設計

五び竹中工務庖の施工に成る 。原設計に於ける折

れ曲つ? と壁面 〈これは展示室閉そ内部に構造材に

よって決定する意向であった〉は賞施案に於いて

は一つ置きの会せ桂の遺る外部装飾に費形した。

然し乍ら、二つの全面ヵ・ラス光庭と真白な建端の

高い壁画によって最 も美しい内部昼間が創ら れた

とれに比して肝腎の展示ー河合雄官ーは外国関係

出品勧誘の困雑さによって開舎真際に友っても決

らぬ騒ぎて満足な結果は得られなかった。

との館をと出て50米プール( 紳戸市建設局設計、

竹中工務庖施工〉を廻り盛土上の道に十体の石膏

彫像が立並ぶ。作者; a 列記すると南より「交通」

松田尚志( 文展 ・京都〉、 「通商J 山本格二( 新制

作・京都〉、 「資源」明田川孝( 新制作・東京〉、

「努働j 辻晋堂( 院展・京都〉、 「卒和」早川説一

郎〔新制作 ・東京λ 「生産J 上回障〈二科・大阪〉

「技術」穣野孟府( 二科・大医) ， J 生活」本郷新

( 新制作・ 東京〉、 「文化」村田勝四郎〈新制作・

東京〉、 「未来J 笠置秀男( 二科・東京〉の諸氏で

るる。個々の作品についての批評は色々あるでまう

ろうが、十体の彫像群としての環境に於ける効果
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はその目的を十分果している. 台座設計は丹下ち

施工は高葉商事工業に依る.

f 5 蹴館、手工場質演場」ぽ池謹陽研究室設計

によるー蓮のプロムナードの階下が充てられてい

る。( 施工は大日本土木株式合吐〉見物している

ととのバナマ帽子とか茶茎とかの H andcraf t が

一番面白く他の舎場に出品されている機披展示よ

P も面白いといふの 段、我園の技 術の精密度とい

うものが一般的には未Tさとの段階以後近代化され

ていたいととの詮であるような集がして、貿易産

業博に於ける皮肉な現象に思われる。

f 6 虫館、生産J は 77M70 x  43M29 とU ふ感正

式トラスの格納庫材を基礎ｾ約 Ｒ 米上け て、 終 了

後段室内競技場に充てる目的て建てら tした もので

ある. 設計は置塩建築事器所、施工は山田工務庖

である。屋根及側壁はアルミニウム波板彊が美し

い. 内部展示け計置を河合が捲賞 した. 最初はと

の庚い昼間の味ｾ上手〈出そうと云う考をもって

いたのであるが、営局の4尺X 6尺という scal e の

小閉そ最大限に押込む方針に安協してしまった震

に、( 450ク : 300位が適量であった〉出来上って

から双方とも不満に陥った如き失敗の記録である

然し乍ら奮態依然たる装飾業者のおで こを掲け看

板文字で埋めるパタパタ 仕事は何とかしなければ

なるまい.

i 7 現館、府照生産」 は小間数の関係で 6 観館

よりはみ出した分でるって、動線を筒Lす第一原因

となった。設計は丹下、小槻、 河合で i dea を検

討し、河合、小槻で・製圏、現場監督は麗建築事務

所の柴田貸氏に願った。我々青二ニナの賓施圏聞は

風雨の吹付ける向如に雨が飛込む扶況 ｉｾ 暴露する

ことになった。

とれを出て兵庫館一→再び 6 説舘という勤続は

いさ忌か 観客の疲勢ｾ無視している。此庭からプ

ロムナードに出ると プ ー ル、野外劇場ｾー笠出来

かおる昼間遺成は少くとも従来の我園の博覧舎に

なかったと云えるであろう。前川 l園男氏の Ori ・

gi nal 、 池謹氏の賢施計蓄が十分目的を達してい

るE 大友三挟アーチが道路上に架っている。

f 8 技館、 通商( 海運 ・陸運) J は池議研究室設

計、中山組施工で奮榊鋼病院の位置陀建つ。展示
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業者もー館全部をまかぜられると心理的なゆと P

も乎停ってか小間割じ於ける 8 背伸び競宰/ / より

はましになる。然し何れにしるその生態を分折す

ると近代の呑ほ徴塵も主主い. 再びフ・ロムナードが

鞭〈 。

i 9 観館、通商( 貿易) J も池部研究室設計、大

日本土木施工で特徴まうる pl anni ng ｾ示している

が、雨に悩まされるものの一三〉である。

f l O 観館、文化」は奮闘撃の煉瓦建の改装で設

計は日本建在産業株式合祉、施工は本多建設株式

合世である. との上二階を展示室に充ておいるが

戸口が狭い罵遁路が極めて窮屈である。

「展示場及映富館」 は横河工務所の設計及飯田

建設工業の施工に成る。唯我々若いものには r う

してもよく春み込めない祭がしている。

他に「野外劇場J と「 ν ストラン J があり前者

は山口文象建築事務所設計、桧本建設株式合祉施

工で原案では民の野外設備であり、別に屋根のあ

る劇場が計讃されていたのである iJ¥都合陀より

中途からこの雨者を粂ねるものが要求された局ち

坤はぐなものになった。後者十才麗建築事務所柴田

氏の設計により清水建設が之ｾ施工し＿と。別に「

テーマ・センター J が る れ 中 央 彫 像 は 新 制 作 抵

の菊地一雄氏により創られ台座原案そ丹下一河合

で現哉の如Ｚき設計に改め、マークｾ表はす鯨倫の

構造計算は京大柵橋研究室の石崎澄雄君に依った

施工t注目高葉商事工業でるる。

一一 2 -

o テーマ。各建物館の途は説明文的 capt i onで

導いたが、慌しい最中に文撃面の scal e 錯誤Eどや

ってしまった。。子供の祭園。もこの感なしとは

しない。特設館群については言及を発控えるが、

奈良舘の要領よさに陪敵わない。愛知名古屋館町、

建物展示共現管に nai i v で好感がも てる. 元 もj j・

ラス越のトヨ・ベットが大いに役割を果している

のかも知れない。所謂 F すだれ筋泥クリート s は

案外 mas s の感じを出せるものでるるととそ三、

三の館から数へられた。

湊川の舎j暑については敢えて記さない.

ー- 3 一 ー

との MS は博覧舎の建築という題で求められた



ものであるが、賓際にtouch! ，てみる F 、最早建

築防内容を遁確に包離すぺき容器と考えら れてか

ら歳久しいにも拘ら歩、 我閣の博覧 舎では未だ に

紳殿的存在であるととそ鷲見し? と。逆に建築の博

覧舎という批評. : l : ' 主干にした。如何友るものが如何

主主る形で何個入るのであるかほ開期前漸く一月 f立

にならぬと 具体化しないのである。業頃小池氏の

手 もとに II った1950年のロンド ンの Exposi t i on

の蹟告には 1年前から出品の 目録が載ヲてい るの

とよい劃比. : l : ' 示している。 我々は展示計誼を建て

ようとして幾度か園板の前に立ち描 くべきも のを

有て? にい らいらした 。且とれを裏付ける ものと

して展示激算の欠除. : l : ' 奉けるととが出来る。博覧

舎もそ の主体同出品物であり本質であるのに、と

れそ設備する費用が? 象算面 '/J 、ら簡iii に無視され 、

致事的に大きい建築費に含まれているかの如き錯

売に陥るのである. 今回も始め tすその必要が説か

れていたのであるが、営局の理解する鹿 とたらす事

抹泊さ れてしまった。こ う云う風になる 原因は種

k あるが‘ やはり 現在の世情及歴史的な問題を含

んでいる。

Fact or を限って建築の面からだけ云えば、現在

の官臆的博覧曾の理解は大正初年の内園勧業博よ

りも殆ん r登展しておらす¥外国で云 えば1930年

以後の趨勢 とは無線である 。 そして限設的建築物

花岡・むかない木造と云 う材料の制約十才あって も、

同じととが個々の建物の dcsign について云え よ

う. 今度の場合も 一歩でも前進 させたいと云う我

々の意向と real i te との闘争であった。然し乍ら

大衆と云うものを甘く見てはなら友い。大衆け質

の遣いを直観的に見分り上った l evel からは絶割

に降りないことに注意すぺきである。文化の前進

には[ E : g I ( 法しかあり得主主い。 。

我々が出品物. : l : ' 見て最 も奇異に感じるのぽ。貿

易産業博 。たる ものの中に並べられた品物に果し

てどれだけ b也yer がついて来、何昆を市場に考え

て遁られているのかといふ疑問である。滋烈主主海

外市場に於けるア メリカ 製品の level 、 4 ギリス

のその質の上え更に i ndustri al desi gn t t : 闘する

露創な努力をうか J う時に、嘗て我園の兵器がそ

うであった如く 、余り にも製作者 の意園が甘すぎ

る。 P Xの出品と 比べるとそれが fair d.u si ch に

展示効果をもってい るの に、前者 十才旗指物. : l : ' 並べ

て立て忌いる; 伏態で ある。装飾業者も 出品者の展

示効果に封する理解の ない貼で 板ば さみになって

いると とも分 るが、出品物 自体を最大の効果て展

示すると云うや P方位一向に見られたい。生産館

を見る時、丁度庚告塔の騒音じ rやされた様主主疲

勢のみが症をる のである。

一一- 4 一一

若し客観的に云ってとの博覧舎に少しでも進歩

が 見られ た ならば、その ｾｊ 額は第一じ我々に相営

の自由度を奥 えられた営局者の雅量に蹄さねばた

らぬ。現在の我園の現況でとのことは未だ仲々大

型左ことである。終 t t t : 紳戸市建築課長野図清三

氏を始め御協力を得た各伎に深い感謝の念. : l : ' 捧怜

る。 (1950 - 4- 19 紳戸にて〉

議鞠級協時ゅ 22私物n寵

ぃ: サ

22 美 素 工 業

大 阪 市東 区瓦町( 堺筋〉三和ピル三階電話北演@5 88! S呑
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ア メ リ
力 構 覧 曹 と そ の 企 劃

アメりカ合衆園 rt1776年比濁立してから僅か17

5 年で今や世界に比ペもの‘ ないほど築えており

ます。しかし、アメリカの豊か主主天然資源、 もアメ

リカ国民の努力、才能および 利壊の 十分な 嬢用 Ｎｾ

くしては決して今日の葉集け考えられません。

1. 1 : _ ' んな困難にも打勝ち、これぞ乗越えて行こ

うとする開拓精紳 1. もの事を凡て能率的、合理

的に鹿理して行こうとする科嬰思想、 1 多〈の人

の意見に義き 、寓人協力して圏家祉舎の拳帽のた

めに壷す民主主義、とれらの貼を考えに入れてア

メリカ博そご覧にな り、そして日本復興の参考に

して下されば幸いと思います。これがアメりカ博

告と開〈に嘗って我らの心積りでありました.

記録の上で、博覧舎の最も古いのは、約 200 年

前 の1756年に、ロンドンで聞かれた勧業博であり

ました。そとでは織物、農機具、陶器類の製法改

良な r が紹介されて、非常な興味をそるり、それ

以来博覧舎はヨーロツパ各地にヤんヤん流行して

参りました. そしてとの博覧舎の流行は、 1770年

から 1830年に及ぶ約60年間にわた り機械や技術が

r しどし取入れられた 。英閣産業上の一大費動で

ある産業革命に大きな役割高? 果したといわれてお

ります。その後、博覧舎はヨーロツパからアメリ

カ大陸にも流行し、特に資材の豊かえ主アメリカで

はふんだんに材料を使って幾度か紫晴しい博覧舎

が聞かれて来?と事は、すでに御承知のとおり であ

P ます。 ま? と今から、 100 年前の1851年ロンドン

で聞かれた大↑ 尊覧舎はヴ 4 クトリヤ女王の夫であ

るアルパート親王が自ら先頭に立って準備に嘗り

その時ハイドパークに建てられた水昌宮は餓材40

トン、ヵ・ラス90湾立方択も使用 L '1とというととで

ありますが建築家たちで、 1851年は偶然に 19世相

24 

在息 秀茂

そこ等分したのではなくて、それはロンドン大博

覧舎によって古風な牛世紀と斬新な牟世紀主主直別

していると批評していることから推察しましても

この博覧曾が如何に劃期的友内容と如実のもので

あったか、伺へると思います。その他1939年 の =

ユーヨ{ ク高園博、 1940年のシカ f の「世紀の進

歩博」主主 ｲ 凡ゆる面で十分効果ｾ上けたといわれ

て居りますが。

ニューヨ{ ク埠頭じ建つ自由の女神、パリの偉

景エヅフエル塔、ロンドンの水島宮な r が何れも

博覧舎の記念物である。歴史的事賓を思います時

に、博覧舎け人間世舎で- 産業の鷲達と文化の向上

の一里塚でるるような祭もいたします.

わが園で最初の博覧舎防明治十年の第一囲内園

勧業博であります. その後今日まで各地に数々の

博覧舎が聞かれましたが、経済力の弱さの放に建

物は常にパラック式、内容もお粗末で・ぶテ湿り蕃

術の感あり、従って世人に博覧舎に劃する十分の

信頼性そ奥えていないのは、ま F とに盛合であり

ます。

さて今回の朝日新聞世主催によるアメリカ博で

すか、とれも御承知の時世で湾事不如意の中を強

行 したものですから意に満たない駐が多く幕開の

建築家の方々に御覧願う のはいきおか恥しい祭も

いたしますが、しかしと の文の始めに記しま した

わf らの心積りのとおり、アメリカの物質的繁柴

の震に流れる もの、或いはその物的繁築を作り上

け? とアメリカの精紳的主主面ぞ十分に撃ぴ得て、組

園再建の震に我園民の心の中に記念事蓄が打ち建て

られてほしいものと念願している次第でるります

( 筆者・大阪朝日新聞肢企画部長〉



との建築は、お面相をと策じした、いわば、フア

サ{ ド建築で言うる。そのお商相にして見ても、重f

に念を入れて化粧って見たのであるが、今となっ

ては、白 と々 Zさしい感じがするばかりである。

正面入口の衝立様の高い縦棋の連立も 、 過剰装

飾で意味なく 、安つほ・さ、 きさ' で、いやな，13‘ いがす

る。それと云うのも、との建築の、木造と云う特

色に封する充分友検討がなく、お坐なりに、あり

きたりに仕 iこけ。てしまった無策力さに、自己嫌悪

そ感今るか らでまうる。木造建築には自ら木造の限

界 が あ れ そ の 簿築には必然的な合理性が考えら

れ、その造形は、それらの性質- 2 > 含めた必然的な

美が表現されていなければならぬ。との建築は、

そう云う事にはSうさはかであった。正面だけそ気

にし、経済的に、難なく納める事を考えたばかり

のものでしかない。博覧舎建築を、お祭 b気分の

見て央れだけの、にぎやか友、ジンタ式建築 と解

するのは間違いで、博覧舎建築 といえども、建築

はあくまで建築的でなければならぬ。むしろ博覧

合自身が持っその感家性 と、叉、 Pavi l i on の賓験

的便利さから押して、それは一つの示唆- 2 > 持つ何

らかの進歩的建築である事が笠まれるのである。

その建築の内部展示が、現代産業の進歩性を誇る

展示であるなら 、その建築自体 も叉、現代産業の

進歩的建築を示唆するもので ある事が望まれて 良

い筈である.

建築段無論纂術的であらねば伝らぬが、建築の

目的は、それより も、その建築の用の充足が第一 義

で、叉、それ自身の持つ構築性に完壁で、な ければ

建築の本来の姿- 2 > 見失うのである。建築そ建築的

に見ると云う事は、あくまで、それを構築的に見

ると云う事でまうって、その完壁の後に、用の充足

が必要であり 、次に事術的で( b _ る事が望 まれるの

である。いかに優れた造形がたされ様と、その建

築のもつ倦築性を無観したものは、極言すれば建

築的には、 ifl なる形i骸にすぎないのである。事術

的造形を主題とする時、屡々建築的合理性- 2 > 忘却

する様に、との建築に於ても、その過密犯してし

25  



まった。フアサードのみの建築、それが、今の私

には全くたまらなくささ虚なのである.

ζ の建築段、はじめ貿易館と橋せられていた.

或る日突然、正ド坪そ 1 皐位として 300 の小閉そ持

つ500 坪の貿易館を設計ぜよと指令を受け? と. 場

所は斯く斯く、博覧舎が近〈開催される. それだ

けの僚件で、との設計にとりか s ったのであった

博覧舎が rの様主主主旨で、 rの様注目的で、どの

様な傍想、で、どの様なロクーシヨンで主主されるの

か、一向知るすべもなかった。而も明日提出と云

う事でるる。徹夜で仕上けヅζ 。それが 2 度修正さ

れて、最後案が決ったのであるが、その 2 度も徹

夜そしなりればならなかった。その徹夜と徹夜の

聞に段、数日の期聞はるったが、この建築に就い

ての思考ぽ飛石的に脈絡のないものであった。い

わば一夜づけの思慮である。それが最後まで持ち

廻って完成されなければならえ主かったのである。

私に奥えられた役割は、金< Bwi Lder としてだ

けのもので、わす手かな指令を忠置に果す職人的役

26 

省 ｾｴ 亡過ぎなかった。アメリカ博が、どの様なもの

であるかと云う事は、開舎の後、その全体を見て

始めてやjったわけで、私は、私のt産省し? と建築以

外は何等知るよし もなかったのである。との建築

に劃する安易性は帯解; a 許されれば、賓tま如上の

様な有様に基〈のである。それにしても、私の、

木造建築えの追究の不徹底さには深〈自省してい

る次第である.

アメリカ博全体そ見て、そのロク ーシヨ ンや個

個の建築のあり方、全てが無統制で、無思慮で、信L

立で、混雑である。この博覧舎の企劃に建築家が

参加されていない事は一見して判る 。その結果ぽ

云う までもなく、過去の博覧舎の繰返しであれ

お祭り騒ぎであり、余りに多くのもv ? を雑多に見

ゼつけられて、何一つ見なかったと云う、極めて

索漠たるものでしかない。美しい環境、のびやか

な気分、美的興奮といったもの付金々輿えられな

い。やたらに歩かされて症れるばか bでるる。と

の尉にぽ、たしかに重大な反省がなければ友らぬ
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線が通っており、省線からは、最も間近に、最も

大きい建物がすヤ自の前に見えるのである . ζ の

建物の背面は、全くうすぎたない工場の様でしか

えEい。側面も、その通りで、とれも、阪急: 繰から

展皇室、がきくのである. 従ってとの建築は無論、

アサード建築であってはたちたかったのであｾＮ

少々経費がかさんでも、省娘、医念の多〈の人々

から、美しく見せるべきであった。それは、との

博覧合えの興奮を誘うものであ払充分な蹟告の

役割もぽ? とし、且つ謹境的にも満足し得ると云う

極めて嘗然な理由があったのでまうった。博覧舎建

築えの轄硯が、この博覧舎の全ての建築そ失敗ぜ

しめている。

博覧合建築段 、モデル・ハウス 意外段、何等か

の展示の容器として建てられるのであるが、それ

が皐に、容器7ざけの役割であり、骸設的で良いので

あれば、テント張 Pでも構わたいのである。: : l } レ

ピジエの示し? と1937年パリ高園博の新 時代舘ぽテ

ント張りでSうる。然しとの方が、無思慮主主建築よ

むも、はるかに建築的で、ある。少〈とも建築であ

フ
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と 忠 弘 博覧舎と云うものは極めて贋大で、複雑

で、時間 的に制約があ り、高度の能率そ 必要とす

る ものであるから、その組織 力は極めて強力且つ

遁切なものでなければ成功し難いものとうなづけ

る. その組織者の中に、第 1 級の建第家が是非入

っておらえ主い限り、博覧舎 と云う ものが成功する

止は思えない。

その配置、環境の構成が決定的主主要言園祭をもた

らすものであ るから、見物人えの嘆しさ、のびや

かさ、昏蒙、興奮、陶酔えの手段が充分建築家に

依つてなされなければならぬと思う。博覧舎に来

て美しい音築を麗く援な向酔、興奮が得られない

ものか、私はそれは可能だと云いきれると思う。

博覧合全体が一つのモチーフの もとに統一される

事が何よりも肝要なのである。

私はわす、かた設計僚件; a 基礎に、この建築をま

とめたのであるが、その僚件の中に、この建築け

舎場の 、 最も奥にあるから、正面だけの意匠ｾ考え

れば良いと云うー項もあった。との事にも私は忠

賓に従っ? と. 然し、奥は、との建物の裏側にすく・省
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るなら、それが博覧舎じ於いて見せるものである

なら 、との建築はむしろ一つの意見を提出する程

一般蒔よりも注意しなければ友らねのが、博覧曾

建築の性格でaうる .

私の場合、例えば、木造建築としての限界ぞき

わめた 「木構築的造形美の表現」 と云う課題を謹

んで も良いので あった。木造の性質 を深慮せ七九

その限界も考え今、 3 ク月の害事命てゐるから、無

理 しで も造形的成功は皇室める とした私の首初の考

えは、建築えの忘却以外のものでなしその意匠

的意匠ぽ今や復讐となって私 1，空漠感をせまるの

である。

内部の展示に関しては、 300 の小間割主義が嫌

で味気な く思って いた庭、この産業ホ ー ルの企婁IJ

捲賞者の方が、こ の小間劇主義を反劃 され、シナ

リオ的展示と全体の統- . : a 強調 されたので、私ぽ

大賛成であ れ と の 時 は喜んで プランニングの修

克をな L 動謀、脱線 、昼間性 、ディス プν イのみ

り方を考慮に入れたのであるが、その後、伊藤茶

朔氏が、内部展示の設計な雄官されたので、内部
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に闘しては一切手. : a51く事になった。然し出来上

ったのそ拝見すると、スペース、空間、観線、都

囲気に無理はないか と思われる 。種身の事情や 障

害のあった事. : a 無観して論今、る事は鵡を失するが

それは余りに多〈のものを、ぎゅうぎゅうと見せ

つけられ、叉、全体統ーのあり方とシナリオは不

鮮明になっていると忠われる。300 の小聞に相嘗

する展示が嘗初の計誌であったか、そ持がす手っと

培えた由伺ったが、 とれは士宮えてほいけ/ ' . . c かった

のである 。プラ ンク の昼間が もっ とゆったり とし

たければ、観客ねつかれるばか bでまうる。然し之

には 、 種 ｫｾ 事情ヵ Ｇ Ｐ っ た 事と奔察される。この産

業ホール全体に闘してけ、私の場合同お面の化粧

屋に過ぎ歩、建築に於いて も、内部展示陀 bきいて

も、成功J はしなかったと思っていあ。只内部展示

に、? ととえ失敗したといえ、シナリ才的展示と全

体の統ーを目ぎして、過去の小間割主義そさけら

れた企劃者の大いなる努力には、深く敬意. : a 捧け

たいと思う 。 との事は次の博覧舎に極d) ' 亡有意義

で ある。
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博覧舎は何と云つでも、間祭的意味を持ち、 E

つ時間的であるのであるから、その建物段 、明る

し 築 し く 、 臨 快 に 、 美 し し 取扱われなければ

ならぬと思う。時間的でるると云う事には軽卒な

考えを持たない様に注意し、むしろ、その虞うを時

間的に如何に効果的にするかと云う 事 .t.e考えるぺ

きだと思う. 例えば、 Pavi l i on を軽視する時、

それ同混雑な ジンタ式建築 と主主り、 Pavi l i on を

重践する時、それは賓識的建築と放るのである。

そうして、博覧舎は常に勝蒙的で主主ければ友らな

いのである。博覧舎建築/'C./j きいてもそうでなけれ

ばならないのでるる。

止ま在者 ・竹中工務! 古段針都動務〉

基 礎 杭 ー

ベ デ ス タ ル 基 礎 杭

太 洋 組 株 式 含 枇

大阪市北区絹笠町堂ピル 3 階

電 飴 郷 111 ③ 1820. 951 呑

見 耳互 圃

1 大 庚 間

2 鈴 -ロA .  

3 ギ ャ ラ P ー

4 渡 廊 下

!i ｾ健 居

6 展 望
.ロA.  

ヱ 事 概 要

般 計 竹 中ー工 務 腐 段 昔 十 都

権 当ー 岩 本 惇 行

施 工 竹 中 工 務 路 大 阪 支 底

建築面積 第ー階 426.25坪 第 ニ 階 221. 62P!'

計 647. 87坪

仕 上 概 要 外量産

屋 根 柿 板 4 寸 5 分勾配

外 壁 板 貼 ベ y キ及土壁色漆喰仕上

背 面 、 板 貼 グレ オ Y ート

内 装

1 階 床 コ ン ク リ ー ト プ ロ ッ ク 2 階 床，

板ｾ壁及天井 ペ = ヤ 71< ' 性ベンキ

其c 他 プリッチ床は板 ｾｬｬ の上ノレ

ー プ イ シ グ ー 唐 竹 ラ A 5 ! t ! l のよそ

ノレタル目地初仕上

S :Y. EIl 

ヤマトラ ｊｴｾ Ａｉ ょム

ヤマトラJr-9イJt

株式舎居士大和コ. ム製作所

空室話茅場町⑧竹2ゆ・ 7721
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ア リ f事メ カ

博理舎といえばヂぷの素人が、とれまた文章と

いえば年賀獄も書き 章受ねる私に突然 「アメリカ博

覧舎について J 稿を寄せられたいとの御指示にさを

く手のつけようもなく 惑りぬいてはみた も の ハ

提出時間の切迫に身を切られるような忠いで原稿

用紙の穴担をやり出した。

昨秋朝日新聞と協力して花薫る今春の博覧舎を

計劃しだしてうからどうじて白紙のアメリカ博を着

色するか、時には肱頭多く舟進ます手、再三再度の

打合せ舎にーとして定まら歩、新聞祉と電錨含祉

とv、う大費色彩の遣った特異性を双方存分に護爆

してアメリカ博覧舎の建設にとりかあったのでし

た。

各闘係者の非常な努力で然も大鐘スピーデ 1 1'L

進捗して行ったととは驚嘆に値ひすることだ。きた

々に企置される新しい計笛そ限定された西宮球場

及外国の敷地に如何に配置して行くか、博覧舎建

設工事の第一歩とし C 全くの難問題でした。然し

アメリカ博覧舎、否アメ リカ見接. l i : 最も明る〈憶

しいき宗闘気の中で自由にして頂< 1とめ、先づ難か

しいことを抜きにして平易に観る 人の側に立って

建設して行ったのでした。諸種の関係上、既設建

物の最大利用また建設する主要建物は敷地の都合

上すぺて之が建設に営る業者に解体及材料の引取

りそ依頼 し、その他すべて敷地外移築移樽そ計 り

曾期終了後のー劃策と致しました。以上のような

結果アメリカ博覧舎は建築物 として も特に述べる

ような ものも あ ｢ｾ ぜんが、結局スベクタル的主主

甘さに終っているのでぜう か。では一度六高坪の

第一、第二雨曾場へ御案内致すことに致しませう

第一合場、先づ賑やかな正門を入って自につく

のは自室に春の陽を美し く映設するホヲ 4 トハク

スです。ふり 返って球場本舘正面頂上に自在移す

と自由女神保が. 2 f - 和と自由そ象徴している. ホヲ
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覧 奮 歩 る ロ」==ロ

宮 野 守

イトハ クスではどうしてア メ りカ が今日にまでな

ったかという政治と歴史そ毅えて呉れる。自由の

新天地を求 めてメーフ ラワ ー現で欧州、iから 移 民L

たキ リスト敏徒のー圏が血の汗. l i : 流して苦難の開

拓を ほ じめることから解説して、原守二力の今日ま

でそ政治と歴史にどう現わ九? とか説明しています

ホワイトハクスそ出て球場本館二階陳列場に通今

る陸橋を進めば、入口には宇闘形の大地球疋商に

はアメリカの地闘が浮き帰りされて、いよいよア

メリカの胴内に入るわりです. こ L てほコ官ンプ

スのアメリヵ新大陸蛮見とその常時の模様をジ才

ラ ペ パ ノラマで表現、開拓者の辛苦が語られそ

れから文化、宗敏、科皐その他さまさ' まのアメリ

カ技術の花が咲きにおっています. 四千貼にの除

る P ・X の豪華出品、百商掛電集蓄音機、電集統

計器、 v ーグーなど、ア メ リカ科拳の粋を集めた

出品物は驚嘆さぜ? にはおき まぜん。然し各種部

門別展示ぽ努力次第では明日の日本もかくやと思

わぜるそデルルームといわれるでぜう。本館ぞ出

るとリズミカ J レ主主メロデイに乗って野外劇場にさ

そい込まれる、音響効果と風致を ねらって舞台と

観客席の聞にプー J しを作り約三千人が識にJ汝容出

来る。と人では舎期中すべてアメリカものの昔築

演康11でプログラムが組ま十1、時にはサーカスの演

技やま? とアメリカに闘する講演舎も聞かれる。周

謹には P ・X の放出品既資場、美味しいアメリカ

のド[ ナツ賀庖等 も軒. l i : 列べ花やかえEアメりカ村

の様です。11闇路によってゆきますと、ノツポのキ

リンの立っている「銀の鈴J 児童聞書館 に参り ま

す。と L は蹟島図書が建築、展示一切をアメリカ

博覧舎のため特設 したもので数千冊のアメリカ児

童向図書が解放されるほか、アメリヵ式= 色制高

速度オフセ ッ ト印刷機で終日印刷の賓演そしてい

ます. 圏内に美しい自動車が見えますが、 プツク



モピルといひ、贋島岡寄自慢の出品で一台に画書

三千加をそなえる移動聞書館である。チ丘一リッ

プの花園そ出て赤い屋根の農業館 と7. 1 < 耕農場をみ

る。こ‘ はアメリカの最新式の愛器具による耕作

法と、高度のイヒ整作用による7. 1 < 耕農法を紹介して

いる。叉我が固でも最近盛んになってきた 4 H運

動の様子も紹介される。此の建物の東方に第8010

鋪道輸送陵の厚意によ・って出品されたデ イゼル機

関車が百米の v ールの上を入場者を満載して走っ

ています。そこから右え廻れば新日本産業ホール

です。と，. tざけは周[ 喝のアメ リカ色からかけ離れ

?と 日本圏内産業現勢力の紹介所で、特に内部展示

は舞台装置家の伊藤茶朔氏苦心の除想で、従来の

博覧舎陳列形式そ打ち破った組合展示主主行ひ、今

後の博覧含陳列形式の一大革命ともなるととでせ

う。石炭漁業枯舶、観光等一位一世の宣停でなく

日本近代産業全体の登展- i e ねらつての陳列は必今

や参観者に満足必 dちたえることでせう。出口のス

ロープそ降りてすぐ図形の自動車館に入りまぜう

アメリカ各社競作の1950年型新車がズラリと並ん

だところは全くアツと言け? にはおれまぜん。美

しいピカピカ光'るスリーシーシング張りのテ v ヴ

イクヨン館の入口で屋外舞台のアトラクシヨンを

みながら館内に入ると、 R ・C . Aの新型テ v グ

イジョ ンに美 しい映像が岸び出 しています。東京

芝I帯電気の優秀機も多数出品され早やテ v グイジ

ョンの時代か と憶 し くなってきます。暗い館内か

ら明るい庚場に出ると、と l I ' j アメリカ中流階級

のモ デルハウス街です。竹中工務底、大林組 、東

亙建築枇‘ 日米金属よ P非常な好意で無償出品を

して頂いて居 P ます。日頃の各祉のアメリカ佐宅

研究の程が偲ばれます。一隅に移動住宅ト ν ーラ

ーハウスが見えます。わす手か六坪足ら? の室内じ

居間、熔接、寝室にも直に書きる家具、 シヤヲ一、

パス、電祭冷蔵庫. !/ ンジ ー等の設備、なんと便

利なととでぜう。住宅難の日本に肢考慮すぺき材

料ではないでぜうか。第一合場- i e 終ってテーマー

タヲーのアーチ- i e 通骨抜け、銀筋コンクリート遣

の綜替アパートを眺めながら第二曾場 A 。

第二合場、入口そ入ってすく' 左側に特設の電信、

電話局と郵便局がる り日米通信網の立体展示があ

り、郵便、電信の受付もやってくれるし記念スタ

ンプを押レて呉れる。色彩鮮. かな賀居溢眺め主主が

ら博覧合最大の呼ひ・物の一つである野外大パノラ

マに入る。六千坪のアメリヵ大陸- i e 北周りで一巡

しよう。入口のゴールデン、グ 4 ト橋のか1 . :;:;サ

ン7 ランシスコから軍セミテ公園、シカコ¥デト

ロイト、ナ Ｔ ヤガラ濃布、とゐではｾん物の Ｗ ＮＱ＼Ｍｩ･

落して景観を添える。ストラト、クルーザーのジ

ュラルミンのE 休には驚くが、この機上の人と主主

って= ユーヨークの市街宣眺める。ワシントン、

テキサス、ミシシツピー河のショーボ{ ト、テキ

サス池田、カヲーぶ- - { 、ニューメキシコ、テネ

シーヴア v ーのダム、カールスパットの鍾乳洞グ

ランド、キヤェオン、ヴアジェア、ハリクツド丈E

r 周って場外に出るとプラスカと君主る。各地の名

所見物ののち出口正面のハワイ館へ、ハワ 4 館 は

奮休育館をそのま L 利用したりで陳列その他不臨

友総りまぬがれないが、ハワイの文化、産業、目撃

史、毅育等全般に亙ってハワ 4 の紹介にヲイキキ

のエキゾチック主主味- i e 満喫して頂とうとしていま

す。ハヲ 4 館より飛行機陳列場へ行〈途中リンカ

ワノリユーム議選すリノタイ ｊｾ
ー特 製 り ノ P ユ ー ム 糊

東 洋 り ノ リ ユ ー ム 株 式 曾 批

本 位 ・ 工 場 兵 庫 鯨 伊 丹 市 伊 丹 五 五 入 電 話 伊 丹 1 ・5 1 . 6 9

大 医 事 務 所 大 阪 官 協 同TYレ 東 京 支 庖 東 京 都 器 購 町 長 和 ピ ル
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ーンの座像の前K 立たなければならたい、 「私ぽ

奴隷になることも、その主人になるととも好まぬ

J とその上に描けられた言葉を讃み、今までみた

アメリカのすべての力強いもの美しいもの憶しい

もの明るく健康友ものが r うして造り上けられた

かそ知るためにこの言葉を何度か讃み首さなけれ

ばならない。銀色に光っている h リコプターとプ

ロペラの無いジェット機をスロープの上下よりな

がめて次はスキャップ・ 4 ンフオ ーメシヨン、セ

ンターです。とおは奮映書館をそのまゐ利用した

もので建物が三つの部門から成れ中央は映誼館

で C ・1 • E 提供の記録映輩、文化映番、教育映

笛などアメリカ紹介の映昔話を上映しています。そ

の南隣ぽ C ・1 • E 圃書館で自由にあち らの本そ

讃まぜていま・t 。北隣には米替の賀庄が聞かれ、

タート J レ、パーキンス、丸善の三駐がアメリカの

原容を、日本出肱協舎が翻翠ものぞ既賀していま

す. 数時間のアメリカ見接で少々つかれた様で、す

ーっ蹟々としたアメリカ式の小供遊園地リットル

コ= ーアイラン ドでノj 、供も大人も伸々と遊びふけ

ってみまぜう。アメリカへ行ったJ : うなスリルと

スピードの色々の遊戯器具が所狭しと設けられて

います。最近タイ園より象の来場も計苗され象合

の建築 も進んでいます. 五才の小象はコ= ーアイ

ランドをーそう憶しいものとして央れるととでせ

う。との謹でどうやら一日のアメ P カ見物も能っ

た棲です。ペプシコーラーでも飲んで振 b返って

みよう。開場後非常に好評注博しておりますがそ

の成果はまだ未知数だと思っております。

建築展示、美術、宣停、絞管等その他あらゆ

る博覧舎の諸要素が成立して、はじめて立源友博

覧曾といえるでぜう。アメリカ惇ーを歩いてみて、

まだまだ不充分な貼ぱかり護見しては最後まで改

良に心掛けたいと思っています。

末筆とがら、アメリカ博覧舎に御素力下さいま

した各官臨、工事設計、婚蛍者の皆々様の御協力

に感謝すると共に諸兄各位の今後の御鞭謹御指導

を切にお願い致します。

( 鋭者・京阪神念行電車控株式合鮭土地綾管部長〉
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本目 互 斡 旋

〈本欄+ 二分に御利用下さる様各位に切望〉

O求 職

関西工業建築科出身 22ニナ。

O人を求む

ＳＰ オ ｾￍＱ 後現場係ー名竹中工務庖勤務及 ＳＰ 才前後

雑誌編集事務員一名求む至急: 。

建築材料の販資外交員を求む、経験不問。

O求 婚

式・専出21才、 25才、 26::} 三宅各何れも良家の女

容姿体格良、身元確賞、父建築関係者. 三者共

事門程度出身の人物本伎の方に競ぎたし。

0 土地家屋譲渡

1、 虞島市牛田町早稲田宅地 100 坪、電識パス

停 j付近、閑諦なる位置。

1、 神戸市楠町土地 120 坪、二階建延75坪外に

物置、電話、水洗便所、ガス電気設備あ U

L  二階建佐毛附事務所・延22坪並ヵ・ ν ーデ向倉

庫40坪、大阪韓附近40万 位。

0 家を求む

大限ー京都聞で約50万伎の家を求めたい。但し

成可大限寄 b の方を笠む。

。お茶とお華の稽古斡旋

表流お茶、未生流お筆の稽古希望者は男女そ不

問御申込下さい。稽古場駅念附近、舎費廉、懇

切数按。

0 寅 却

シャツターくチエン傘揚け) 耳ドックス、シャフ

ト、鎧戸、その他附属品一式、但しガイ F' v-

J レなし 、数量 5 組、以上買却し? とし。

以上御連絡は本食事務局長宛の事。

建 築 寝 員

覗'bI/l///I/，O，岨似WI ///. I / / / I M

日 本 建 築 協 曾 御 用 命

ユ= パース属莫工嚢批

森 圧 衣 郎

大阪市南l i I I 笠屋町四番地

電昔舌南 @ 0 2 4 0 呑



博 覧 曾 建 築 と 建 築 家 の 立 場

博覧舎と除伺か一一「博覧舎」という言葉は何

時頃から使い出したのか知らないが、多分第 1 回

の内園勧業博覧舎が明治の初年に東京不忍池畔で

開催された時に始めて使われた言葉だと思う。

Exposi t i on 丈は Exhi bi t i on の詩語にちがいない

が「博覧含J とはうまい言葉である。大きな場合

は Exposi t i onで、小さいのは Exhi bi t i on或いは

Fai r と呼んで- いるが、日本では大も小も同様じ博

官舎と名づけている。語義は「博く観る」即ち「見

聞を貰める合」というのである。それだけに新し

いものを蹟〈集めた「世界の縮司」 でなければな

らぬ。そうなると非常友大規模，のものになる。そ

とで専門的に一つの部門を選んで「何々博覧舎J

例えば「科謬博資J 曾「貿易博J r復興博J rア

メリカ博」といったよろに範閣を決めて、その中

で見聞を庚めるというようにしている。然し賓際

は感登的主主或いは幣蒙的主主内容を持つものはきわ

めて少し何の博覧舎も名稽とそちがえ同じよう

なことをしどいるが、これはよ〈ないととだ。

博質舎の建築ーーしかし博覧舎は何庭までも次

の時代え暗示 .t.t 奥える性格を持つべきものである

から、とれそ盛る器である建築 も常に一歩も二歩

も進んだ ものでなければ主主らぬ。

博覧舎の建築には ( 1) 既製の建物そ借 Pてその

中をと使うもの ( 2) 恒久的主主建物 .t.t 建て h 後にこれ

を践して使用するもの ( 3) 仮設建築〈ハリボテ》

の三通りああが、通常 ( 3) を指して所調「博覧舎

建築」と呼んでいる。そとで ( 2) の場合も勿論新

しい様式でなければならぬが、とれは記念物を退

いては何れ も現質的であることは必要で、あるが、

〈めの場合は非現笈的でも何でもかまわない、い

ろいろなととを試みるべきである。思い切ヲ? と芸F

Z旨撞いてもよい。それが次代の建築家の暗示にな

るのである。たお徒らに「奇.t.t 好む」では困るが

何かその中1 ' L - 1 ツトがあればよい。アール・ヌー

ボー ( Art Nouveau) はパリの博覧舎で集煙.t.t 穆

中 尾 保

けた。アールヌ- . > l { ーの建築的イデオロギーが偲

令まちがっていたじしでも、 18世紀以来大量製震

の出来た織を建築に使用し始めたことお、萄様式

.t.t 打破したととは建築界に大いに貢献したと云い

得るのである。 Secessi on : t . . ，と然りである.

上野の不忍池畔で開かれた大E 博は間違ったセ

セッシヨン .t.t 図本に紹介したが、大正11年の平和

博は分離汲の人達の乎によってl E しいセセッシヨ

ンカj 日本に紹介された。とれがま? と日本の建築界

に奥えたセンセイシヨンは大きなものでるった.

何宅、も 彼でも Renai ssanceでなければ建築で友い

ように考えていた建築界そ魯蒙したのでるる。そ

の様じ博覧舎の建築というもの s 意義は可なり重

大 で2うあことそ忘れてはならぬ。

今後えの希望一一今後、博覧舎が開催される時

は若き建築家を動員しで誼営主主方法で技を競わし

めるようにしてもらいたい。青年建築家は思う存

分腕 .t.t 振うととの出来るチャンス .t.t 奥えてやって

ほしい。 1館づ‘ 競争さずのも面白かろう。或い

は懸賞寡集陀することもよかろう。 10数名を選抜

して之に指名するのもよい。そして多くの先輩は

とれそ批評し天下に公表してやらねば友らぬ。そ

うすれば一般世舎も建築に興味そ侍ってくるとと

左思う。それには今のようなケチクチし? と博覧舎

では面白く主主い。一体博覧舎というものは大規模

で あるべきであってほしい。明治36年に大医で第

5回の内閣勧業博覧舎が開催されたが、との種の

大博覧舎はその後跡を絶ってしまったのが何うし

たととかと思っている。毎年春になるとあっちに

もとっちにも博覧舎が出来て客引競争のよラ友 こ

とそするのは何うかと思う。それよりも一つに集

中して他はみな乙れに醸援する祭持ちじなれば相

嘗まとまったものは出来る筈である。とれから は

博覧舎を主催せんとする圏体は、主象め協定して一

つのものにするという大きな見地に立ってもらい

度いものだ。( 筆者・毎日新聞建築駁問、近畿大愚講師〉
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米 国 、 コ ネ

「 都 市 計 劃

ク チ

法 指

カ ツ

針 」 の

ト 州 に 於

刊 行 に 就

lす

し、

る

て

( 大意〉 米閣、コネクチカット州では、州問護委員曾

が、州内 C 各自治間体ゃ、各種計画委員舎がまE舘計画し

ている都市吉十織や、地域湘j昔十禽<os に、必要な技術 的 指

導笹: を刊行したが、 その題目として、重般的にどんな問

題を採世上げ るべきかを決める銭、奥倫鯛査の型式 bてよ

って、関係者< o 1 l 撃を集計した。之によって各種計画の直

接担賞者が、どの様な問題に最も多< < 0 興味と、関心を

持っているかを推定する 一つの交料を得た。

( 本文 〉

ヨネグチカット列lには、169 < 0 濁立した自治体 ( 市 町

村〉があって 、そ c 人口は:全体。8 5 %t'C及んでいる。そ

C 自治体。中で、一般都市計画委員舎を組織しているも

のが! : i l 、地域俗j 折衝苓員合及地域ltfJ に関する訴願委員舎

組織を持っているも C が93であるが、直接そ c 計 画 立 案

の関係者は 、 1，400 人近〈もある。従来此毒事関係者が直

接計画に鴛る際 、逢渚す る種々 の問題の技術的な取扱方

氏側 して、遡蛍な指導が得ら れなかった銭 、い ろい ろ不

都合を生じる事が相賞多かった。その気、升I開後委員舎

の計画技術者皇室は 、比種不都合を除〈錦、次 の様な方法

を採用し? と。

先 づ 第 1 は、 i比猛の問題に逢治している、各地方; < 0 グ

ル ープと直接連絡して、個 k にそ の問題。性質を絵討し

いろいろな助言を奥える方法である。然し、此 c 方法で

州全域に散在する各地C 希望者全部に、指導c 徹底を期

するには、時間的に、亦経済的にも、非常に不利である

そとで州開設祭賞舎では、簡潔な形式の計画案内を、シ

且ーズ風に編集して、 一般に配布する方法を採った。此

の指導容には、 一般都市計画や 、地域制計画に閥ナる 一

般的な君主明から、その方法、技術的な此迎法に至るまで

逐次、鮮- 絢に宣伝拐される滋定で 、殺初は、各州に於ける

一般A都市計画ゃ地岐部aJ 計画に鯛ナ る法裁の紹介か b 始め

られ、車買いて、土地利用の方法、地域制に閥ナる 綜願委

員舎の鴛に必要な一般法規、取締規定の立案法等が量産表

されたo 然し 、乙 うし て指導容 の刊 行が綬けちれるにつ

れて、そ < o I i ! 自の選定に 、相常注意する必要が感ぞられ
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始めた。 それは. 選定し? と題 目が、此c 指導番を韻む人

惑の蛍荷。問題に. 直接関連を持っており、直ちに利用

されなければ、意味がないからである。そのため K は、

此等多数の意見を集めて、そ の傾向を捉える必要がある

意見調査察は、此 c 療な目的のために作られ、 一般 都

市計画餐員合、地域制針函委員合、 E昨願委員曾、建物検

査官、市町村c 技術宮及v: 市町村の行政担当者等の金員

に針して配布されたD 解答は票中 vz: . i l tべら れた次の各項

目中か ら、各h 主主喪主思はれるも の を、順次寸ータすれ

ば良い僚になっている。

〈飼査表の内容〉

人口分布、人口 c 組成、人口の増加、地方級携の組立

て方、マ ; ; <' 0: - プランニ y グC 理論と賞際、主街路の殴

計 、 ｾリ街路の般昔十 、公共交通路、交遜用運河 開ｾ計画 、

布街以外@ 道路附紋、胸 り道、駐車場、 市街地の照明、

路地設、更生施設。主主芸品な配置 、 公園及証書験場のｾ置、

小量産殿場の設計、長期に亘る重量源開室主計画、一般休後継

設、 レグ D ヱー シヨン施設、公共事校の位低選定 、早校

用J l i : 地c 設 計、問書 館、保 安、衛生、隣保用市場( マー

ケット J 、 小都市のシピツグセン鼻戸、徹底長期に亘る

土地利用法 、地峡伽j のE草分法、回合の地成区分、ヱヤ ー

ポート ( 空港) < 0 計画、建築法規、土地細分の計画、土地

紙分の規定、一般計画委員舎0 組織とその活動、地域f初j

計画l f . 員曾c その活動

椀査察の解答率は8! : i %であった。解答。性格は解答者

。種類によって、そ c'. 傾向を異に するから 、別表 c 桜ーな

分類法によつでて盤浬された D 卸ち 、解答者を其性格によ

って分類して解答者の各々について、各項目。粧重、順

序を決定した口とう して盟主玉里されたものを親祭するごと

によって、種々 の興味ある事実を採 P 出す ζ とが出氷7こ

例えば、 「一般都市計画や地域制計画を銀ぅ委員合。

組織や実際の構成を強化ナる方法J には、金項目中最も

多〈の興味がかけられている擦である D 叉「マスタ 【プ

ラ ン = ングC 理 鈴と実際 j の項は. 大都市c 代表者によ

って一位 収、中都 市c 代表者によ って 7 位 、小都市の代



表者には全然可ーグされていない口然し、之等c 平均を

取ると 5位とな P 、一般的 K 相些な閥心が示されてお P

都市の資展に必要火〈ととの出来ない比の問題えの意慾

を感ぜられる ととは餓/ i l : i買もしい事である D 特 に大都市

。代表者によって祭 1 .{ l i に拳げられた事は当然の事で o

る。 rシピツ F ・セン ター」と「公共串校。配旋」は、

会解答の卒均では、さほど重要でない様であるが、中者s

T官。代表者や一般計画委員舎には、各k かな P 大きな関

係を持っているととを示している口 「地域制のE草分法」

別 表

や「回合の地域がj 計画」の糧費な、特殊な問題に封して、

意外に投書再c 多いというととは、此@ ような基礎的な題

白色理解しようとする熱意。表れに外ならない口 「徹底

的な土地利用計画」ゃ「長期養源開資計画」は、一般に

非常に理解されていない稼である口前者は、 「マス' ター

プランニジグ」と間程度にE重要なも c であ目、後者は、

最土舎の将来。設 展のs に、特K 主要な要素となるも D で

あって、此駄に一つの課題が残 されたわけであ否。

との様に輿論調査c 結果は、いろい δ 新らしい問題を

提供したが、

将*v方針を

定める意味に

於いて、極め

て宥用であっ

た と 考 え ら れ

る D 亦 、 自 治

体 護展計画。

将来は、かふ

輿 論 調 査 集 計 表

( 一般計画2土地域制計画。諮問題。重要さに就いて〉

題

地域制E草分法

地域制計画委員舎の組織とそ@

活動

田舎 C 用途地域l i l I 劉法

一般都市計画委員舎の組織とそ

の常勤

" " A !il - 7・; 7 ンニングC 理論と

笑 際

土地細分。規定

小都市の建築規定

土地細分の計画

ジピヅグセンター

保 安 、 衛 生

隣保用市場〈マーケ汐ト〕

公共皐校。位従選定

徹底的な土地使用法

l / ! l ! J ヱージ E : Y センター

更生施設の通管な配縦

割街路の設計

街路。照明

長期資源開ｾ計画

自 治 体 〈 市 町 村 〕

目

の

値

体

均

金

平

専 問 委 員 舎

っ て 計画 担 当

小 1 一 向PI P " 1 地 域 制 | 訴 願 l長 ¢ 勧 馨

J '  1計 画 | 計 劃 1 : 委員曾 i 官 民 ι

一一一一ト一一一一| 一一一ート一一- 1 局的な庚い 瓶

二 二 | 二 土 | 三土 |三 土 | 一 二 一 | 三 こ | 三 土 ! 野 、 手 腕 、 ォ

2 n d  [) t h I  3  rd 1 4 t h 6  lh I  1  st  1 4 t h  I能等によるも

1  r: . L  1  A . L  1  1  ｲＭ ｾＭＭ 1  ，，_ ｾ＠ 1  1  _ L  I v であるとと

3  rd I  [) th I  4 仏 I 1  st I  [) Ih I  2  nd I  1  st I  

一 一 一 | 一 一 一 一|一 一 一|一一一一| 一一 一- 1- 一一| 一一一一I を痛感させら

tJ-，ヒc である

[I th 1  1  st 1 7 t h  3  rd [I t h 

e  25ntth h  d  l  B  I  E翻襲・練式

6  th 2 n d  3  rd 3  rd 6  t h 

合 庶 大 林 組 碗

2  nd I  2  nd I  

究部橋本生〉

3  r d 

3  rd .1  1 7 t h 1  4  lh I  1  [I t h 

1  6t 1  [I th ! ) th 1 4 t h  1 6 t h 

6  th  5  t h I  [) t h 

6 もh 7t h 1 7 t h  1 6 t h 

!i td 2 nd  

7  t h 

一 一 一 一I _ 戸一円τ 一一一一

7 t h 
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「 伸 び る 家 」 の 審 査 評

中 野 順 次 郎

「伸びる家J となると、何か特別の住宅の如く

考えられたかも知れぬが、現在の事情に於いては

最も笈現しやすい住宅計霊の在り方で友ければな

るまいと思う。

募集の主旨を其島に置いて、従って審盗も、と

のねらい f亡於いて行われたのは蛍然である 。結 果

に於いて、踏寡散 123 遁ぽ必歩しも多〈なかった

が、作品中には、第一期、第二期、第三期と、詳

細な伸びる計番があ P、その伸び方にも各種類の

工夫を理案されであって、今日の住宅設計資料と

して、参考とす必きものの多かったことは悦ばし

い衣第で ある。

入選画案についての審査評は、既に出肱された

「伸びる家と住ま い方」の冊子の方に夫 k 附け加

えである が、更に一般的の傾向についてごっ三つ

拾ってみると、

第一期の家は殆んど椅子式居間本位でるった。

第二期に伸びて、子供、雨親の展室が独立して
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入選・ 1 ・透視圃

増築され、これがまた大体寝台の形式で、昼敷

の室に計脅したものは極く僅かでるった。

との提案によ って、必歩しもアメリヵ風の生活

を管みたいというのではな〈、何とか住まいな能

率化したいという意志が充分に伺えると思う。

日本の今迄に於ける住宅が欠賭としたいところ

を取り除くために、椅子式の生活が犀倒的に多く

支持されている。との傾向は極めて自然であれ

異論のないところではあるまいか。

併し兵休的に園祭についてみると、椅子式にお

いて、起りうる不便さについての検討ぽ未だ充分

でないようである。

例えば、手際よく 整理する物品の牧納或いは宿

泊人数が臨時に桔ーした時の封象、更に今迄墨の上

で自由自在に行われた仕事、休息、主容がととごとく

椅子式の設備によって行い得るかどうかの検討。

このような事柄け、とれからの生活に於いて11国

歩く解決するとしても、もし劃策にぬかり治活ると

そのためじ再び墨えの郷愁が起り ほしないかと思

われる.

特に審査の後に硬されたとの気持を述べておき

たいのである。
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「伸びる家J の展覧奮について

主 催 日 本 建 築 協 合

自 4 月25日- 30日 於大丸百貨庖

本年度の展覧舎は昨年の展覧舎に捜く第二回展

覧舎として「伸びる家」の態募作品展示に加えて

岱まい方の解説を試み、更に位宅金融公庫の説明

を含めた ものであった。

，合場展示はすべて大丸百貨庖にお願いして、昨

年同僚格別な協力. : a 得たととは感謝に堪え主主い。

展覧舎の効果については各方面か らの高評. : a 受け

たいのであるが、さてこの催しを主催者側に立っ

てみると種々な反省がある。

。ノj 、住宅賞特卒函の展示

住まい方そ指導する 意味て、約十坪の住宅平商

の展示であったが、壁や窓が不明瞭であった

せいか観賢者に ぽよくのみとめない零子、でる

った。

(コ怒寡作品 の展示

延びる家の怠味 が理解 されて いなかったら L

〈、一つの設計闘に第一期、第二期の間取り

がaうって、 理解に困っている観費者が相賞見

受けられた ι
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。住まい方の解説

簡軍でわかりり よかった。との説明そもう少

し多く したら展覧舎としての効果ぽ更によか

ったのではないか。

O金般公庫の解説

時節柄非常に注意され、恰も舎場の中心鮪の

観があった。

0 園築と住まい方の冊子販資

展覧場でパン プ ν ' y トを貰ることは昨年の展

覧舎で考えられた方法で、今回とれそ賓施し

てみた治号、家. : a 建てたい希望者の多いためか

相営部教が出? と様である。

。講演舎

金制:公庫と住まい方に闘する講演舎. : a 開いて

みた。昨年に比較して非常な盛舎 となり、鹿

講者からも種々の質問があり有意義であった

と思う。要する日題固ととり方が或功するの

ではるるまいか。

全体を通じて昨年程興味本件. でなかったから、

観鍛えのしない展覧舎であったと思う。失張管物

住宅を展示して、具体的な賓例による啓蒙によら

ない限人展覧効果についての期待がもてないよ

うである。

(  r伸びる家」展覧曾委員合委員長 中野順次郎〉



選 材 業界エ

一、建材工業生産の上昇

終戦以来の混 ｾｌ も Ｔ 年を経た今日て俗、大体落

着いて来て、殊に生 i主については昭和7ー 11 年基

準鍛工業生産指数 C S C ' A P袈表による) を見る

に、昭和24年 9 月には 78.4% t t : 達する批態にあり

従って資材統制も急: 激に解除されつつある。とれ

を基礎物資じついて見ると、概略第 1.表の如くで

あって、

第 1 表

安 材 名 単 位
昭和産24見年 度

昭和 25 年 度

生 込 生 産 計 禽

石 主是 組
39. 000. 000  40.000.000  

普 通 鋼 材 査当
2.100.000 2.650. 000 

セメシト 題 3.350. 000 4.200.000  

電 カ

4 K  
33. 737. 648  34.007. 000  

WH  

生産は何れも順調であれ昭和25年度生産計諮私

有効需要の存する限り達成可能である 。

上の華材は建材製品の原材料でるるがら 、 との

様なAA態は建材工業界に好影響そ奥え 、建材生産主

が原材料1訴から制約されるという事情は殆ん ど解

した。現在の毘不足している原材料は 、石油製品

泊泊腕の一部、銅材の内務板類及び石綿で あって

セメントのま日きは逆にセメント瓦、厚型ス ν ート

等 セメント製品部門が、 セメントの有効需要喚起

の意味て重要主主封象となる口至つ? と。第 2 表ぽ主

要な建材製品の昭和23年度生産賓績と 25年度生産

計識そ表示したものである。 25年度生産計蓄財生

産面からは何 れも 司・能お:量であって この達成俗需

要函からの制約を除いては困難な ことでは君主い。

25 年度計曹 と2 3 年の賓績を針比すればその生夜

の上昇の目畳ましいこと が注目される。

ー晶、
...... 

E B  の 開 題面

n

H

J
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，
，
 藤 憲; 良日太

第 2 表 主主要建材製品。生産@向上

ロロロ 目
単 位

2  3 年 度 2  5 年 度

生 産 笑 綴 生 産 計 織

滞 板 道 236. 65!i 不 鮮

亙 鉛 鍬 板

Q  

51. 759 300.000 

釘

Q  

60.l 18 115.000 

普 沼 鈎 々 材

。
1. 230. 387 2. 500. 000 

セ メ :ノ
fI 

2. 141. 000 4.200. 000  

板カ・ ラ ス 箱 1. 897. 598 3. 600.000  

砂 手リ 類
道 8. 355. 800 9.500.000  

石 材
Q  

4:302.8' : ' 6 7.500.000  

錬 瓦 個 125.800.6: :2 152. 267. 000 

粘 土 瓦
枚 264. 179.000 360. 000.000 

セ メ ン ト 瓦 坪 3. 820. 673 4. 000. 000 

厚 型 ス レ ート
Q  

783. 560  1. 400. 000 

石 総l A レート
fI 1. 669.832  1.400. 000 

ノレー7 イy グ 類 電皇 548.000 1. 400. 000 

ま 豊 作 会 物
逃 16.197  19.200  

テ ツ
。

A  坪 1.258. 293 1.300. 000 

リノ D ウ ム 石篤 92. 864  312. 000 

S是 帖 11. 620.000 18. 500. 000 

越
305 

火材 メ，9 1レラス 査室 5. 198 4. 800 

耐 料 ラティ ー Q  
1. 795 3. 200 

サ ッ シ ユ

坪
110.000 360. 000 

傍i ラスメ y ト

枚
3 829.670 2.400.000 

五

肉料 新興古' ラユ
越

638.?30  1.600. 000 

岩 綿
11 6.218 10. 560  

保温保命工事 坪
62. 314 110. 440  

ニ、建材工業嘗面の問題

然 らぱ建; オ工業界け資材 l商からの制約の緩和に

よって、生還の上昇 とな k 企業的に問題がえ主 い

かと云 えば決して左様なと とはな い む しろ企業

の困難付増加 する と共にその性質が深刻な ものと

なって来ている。

その第一の貼は 「物造をれば賀れた」 嘗つての

倣態から「遣っても寅h . ない」という猷態‘ 即 ち

翼手市場から買手市場になったというと とである

従って需・要の減退殊に昭和24年度はド ツデ矢ライ
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ンの健全財政によって建設事業が抑制されたこと

一般民聞い於いて も経済安定策の強行に伴い事業

の引締めを行ったととにより、建設業界の不振と

なり、惹いて建設材料の賀行不振となった。この

ととは有効需要の確 保を必要とするに至 P 、全般

的に業界の競争. : a 激化し、信清ある 製品. : a廉慣に

買込むというとと が重要となった。

第こには金融面の困難でFあって、需要者側に於

ける経皆上の困難は、支携の温廷と焦付きそ生巳

運縛資金の田博率. : a 小にすると共に、つなぎ金融

の額を増大することとなった。一方! 金融機関はと

の扶勢を反映して貸出右手控えると共に、一方金

融機関の側に於ていも、日銀が閣僚買上によって

行って来たマーク ツ ト・オベレーシ事ンによる融

資操作 も最早限界化達した感があり、見返資金に

よる金融 もはかばかしく主主い扶態である. 建材企

業信一部を除いて中小企業に屈するが、中小企業

向け金融はその内で も最も困難な部類に局してい

るのである。版買競争の波化は品質主債格による

競雫となりとのためには企業内容の合理化を必要

とし、との合理化のためには更にその資金が必要

であるが、これは設備資金であり従って長期貸出

となるので運縛資金に も増してこの方商の金融士さ

よりーl居困難でるる。

このため、( イ〉運輸資金については日銀よ b興

銀勧銀、商工中金に劃する中小企業資金枠の揖張

( 25年 1 月現在3i 億園を近く 40億固に〉がある。

( ロ〉設備資金に付いては本年一月より毎月 1億

闘の見返資金を市中銀行に放出し、これに市中銀

行の同額負婚をとカi! え合計毎日 2 億聞の供給を圏っ

ている。然し乍ら、貸出け何として も信用の問題

であ るか ら、企業各自に於いて、 終瞥内容の竪.  

. : a 圃り、金融機関に射する明快な説明と理解を得

られる様常に準備を怠た らぬととが必要でa > T  ¥ 

且つ確貧な需要先 を確保して行く必要がある。

第三には品質の向上であって、 閣内需要陀 於い

て優秀品が逐次lit 賢えま地盤を取戻 し始めたー離にと

の顕著な傾向が看取される。輸出商に於いては海

外 各園の製品と 競争するとととなるので、こ れ ら

に劃 し温れ を取ら ぬ様按術的向上を進めて行かね

』まならない.
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三、昭和二十五年に於ける建材製品の需要

昭和24年は前挫の様に建設事業が抑制され23年

度迄活設であて::>tc 。準駐軍用建設工事 も大いじ減

少した。叉輸出について も24年に入って、ぶンド

切下ゆ、日英協定の難行等の悪僚件 も重なり、中

期に於いて極端な低下を示し、業後 デリデりと上

昇 段 しているが、瓶括して不振でaうった。

昭和25年ぽとねに比べると好僚件が多い。

第一に、圏内需要が上昇する。闇字財政の公共

事業費は昭和24年度 500 億固であったものが、 25

年度 9i O億固となれとの数字面では一躍 8 劉 4

分増であるが、とれには災害復旧費の地方費負縫

分. : a25年度からは六部分園庫負婚としているので

公共事業費は園費負婚友地方費負権分を含めて24

年度 958 億闘に封L 、25竿度1239億即 3 劃増( 但

し災害復奮殻儀費24年度85億、 25年度 100 億を除

く〉 とえ主る。

第二に進駐軍住宅のム 000 戸の建設が本年より

2 ク年計書誌を以て着手されるという= ユースがる

る。 関舎の答鰐に依れば、進駐軍住宅建設公駐が

新たに設立され、 53億囲の見返資金を資本として

本年 2、000 戸が着手されぞ' 0 建設された住宅は公

駐即ち日本の所有となり、毎年の家賃に依って償

却されてゆくということである。 1 戸. : a 30坪、坪

省 りを Ｔｾ 寄固と見ても ＲＴ 億園の建設費が放出され

るとととなる.

第三陀は沖縄の建設であって、その具体的内容

は不明であるが、新聞に見られる貼丈でも 2f管ド

J レと稽され、 3 千高乃至 4 干高ドルの建設付科が

日本圏内で調達されると推祭される。とれは全く

輸出級いになるから日本経済にとって大きいプラ

スとなるわけである。

第四 には輪 出の増加見越しが奉けられる。昨ー年

6 月改訂の日英協定は昨年末の帳尻に於いて日本

側の 2，000 万ぶンドの入超で あ 払 協 定 の 定 め る

庭に従 えば今後初年 6 月迄にスターロン グ地 域は

1，000 万ポンドを英側に於いて購 入することとな

る. 英側のド} l- 不足、思切った耐乏生活の採用に

より 必今し も斡，出見透しが明るいと除去ぇ主主いが

期待すべきもののーで言うる。叉米園が未開設地援

助資金をと東南亙細亙に流そうとする衆運 もあり、



これらの地域 l才、戦時、戦後の荒腰によ !H 暑くの

建設に劃する潜在 需要そ有すると 推察 され るか ら

台、鮮、併印、泰等の地域に射する輸出振興が考

えられる。その他中南米、北欧、叉は米本劉向け

輸出 も昨今伸びて来た商も ある。民間貿易の採用

通商協定の損大、海外通商事務所の開設許可、邦

人の海外渡航の枠の績張等着々 と自主的貿易の先

行の明るさ 除増し，て いる。本年同圏際事情の推 移

;a注視し乍 ら建材輸出の振興に一段の努力; a梯 う

べきであり叉振う償値のある年となるでるるう.

第五には外資提携によるピル建築が漸く軌道に

乗り始め 、本年 より け大いに活設化する こと が強

想される。東京日比谷に着工の日活園際舎館 を始

めと して、 東京に於いても尚二、三の計官カ停え

られ、何れ も鎖筋コシ クリート造の本格的建築で

あるので建築材料の優秀品が要求される鮪は、将

来の職出を見越して心強いものがある 。

第六じは圏内に於いても本絡的主主耐火構造の大

建築が着工され出したことで. 目下の鹿でも前記

の外資提携に よる建築と 加えて設計の出来上ヲて

いる もの は十指 を越えようとしてお る。東京騨八

重加l 口の織鋼会館 の如 く既に基礎工事仁着工中の

も の も あ れ そ の 他市中でも諸所に歩道上に普通

りの現場小屋そ設 けて敷地固いをしているのそ見

掛けるようになってきた。

第七に俗運i除省必見返資金使用 に より東京、大

阪、紳戸、名古屋、奈良、志摩、庚島、門司合計

八つの観光ホテ ル新設の計蓄を樹て、 24年度 9，00

O 万園、 25年度 3 億四の事業 として、安本吃提出

したというニ ユース がある。果して五十萱通 り進む

か否かは強測出来ない けれども明る いニユースの

一つである。

ｾｾ八 には待 撃の住宅金創公庫 の護 足があ る。法

案( c J : 園舎に提出の段取にあれ政府資金50億園の

外に見返資金 100 億を温加と決定しているか ら、

本 園 舎 の 通 過 は 間 違 い な し 本 年 5 月頃よりはと

の公庫の運用じより全閣に 80，000戸の住宅が建設

され ることとな る。

第九に以上の外に本園舎に提出漁定の建築基準

法案に よれば、耐火構造規定が大巾に横張され、

興行場、公舎堂、病院等の特殊建築についての耐

え構造の強制度が高まって来る。これ防長い間建

築界の要笠であったものが、漸〈法案の形となっ

て現れたものであって、尚不充分の感は あるとし

て も一歩を準めたこと は同慶の次第である。勿論

法規のみを以てその賓現在期待するとと段無理で

あクて、一般民受の負檎度が問題とたる性質のも

ので言う るが、相官の本格的建築材料の需要増加と

なってくることが考えられる。

第ー0 、以上の外電源開設工事、銭道工事等に

封 して 問、既に24年度に於ドて取出許可と 主主って

いるが25年度に於いても糧績賓施される性質のも

のであ る。

さてこ れらの推定需要の織額をいくらと見るか

け、個々の 橡算額から 加算して求める外は ないが

その数字は向未決定のもの もあ り算術的に求め縫

い。金潤建設業協舎の古茂団事務局長が琵表され

た数字と して 、25 年度官民建支投資額; a 2，310億

圏、これを土木、建築夫々半分宛の 1，155 億固と

傘けられる。建没材料費ごと傾りに土木 3 割、 建築

s 割とすれば合計 924億固の圏内需要が生? ると

とと なる. 輪出、 進駐軍主宅はと の外に なるから

もっと数字は 多きくなるわけである。

回 、 結 語

需要面そ列室長するる まりに、害総観的じすぎる記

述を敢えでしたが、右の需要が質際に動き出して

来るのは早くて も5、6月、本格的に成るのは25年

度下宇期である。それ迄に圏内の一般経済事情が

安定期の苦痛; a 如何に庭理して行くかということ

と、 世界欣勢特に米ソ聞の卒衡が如何なる形にな

ってゆ 〈かうが、重要な要素 となるととを忘れては

なら ない。

圏内経済は合理化の推進と共に高度に資本主義

化して行き、従って中小企業陀強い打撃が加えら

れるであろう。この荊の道を切抜けるには、嘗然

のこと乍ら 経営の合理化と品質の向上カ?必要とえ主

り、その篤には確賓友需要の確保、惹いては版資

組織の検討が必要であろう。

更に叉、建設業界が建設業法の施行以来、封需

要者との請負契約刀刷新、双務的契約の履行とい

う商に向って一丸として動いていることの意味を

よく玩味しTよければならない。合理的主主請負契約

によって、材料の購入も合理的になって来ること

が要望 され るが、材料業者 も建設運営の重要主主要

素で あ れ 且 つ 全 体 を 綜合して見れば業者数10万

従業員40方そ超 えるという大集圏産業を形成して

いるとと栓充分認識して、 謝吐曾的に ふ 叉 封 建

設業 的に も白魔あ る自主性を持って進んで行くと

とが必要である 。我閣建設の進歩登展にはとの様

友立場に立って、建 設設計者、建設業者、建材業

者の 3 者が提携して共存共柴を計る ととが夫々の

産業者旨大き〈する上に於いて欠〈可か らぎるとと

と考えるので、ある。( 昭和25年3 月2 日記〉

f筆者 ・通商産業者建材課長〉
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強 光 灯 に 就 い て

理皐博士 浅 田 常 三 郎'

本書己は 4 月17 日朝日電子工業株式合軍士で催された

特別見皐@ 際、 I司鮭顧問浅間侮土が口演された要旨

である。後光灯が時代c 尖端を行〈ものとして我閣

に於いて も其普及が盛ならんとする時、本摘録 は 参

考 の一端になるも v .!: 思われる。( 本文資記者〕

米間に於ける f査光灯。普及はすばら・しいも のであ るが

あちらの管祭料はそんなに安( 1 . よい ので、一面電力の節

約 と 云 う商がかなり響いていると思われるD

日本でも料金c 値上げが飛躍的になった今日、後光灯

が単なる装飾的な意思表ぽか P でな〈経済的 K も窓畿を持

つ占ま になっている D

アメ ]J : tJ v 製E圭は確かでないが、 1948年の販J 2 : 般は凡

年 7. 940 万、日本では目下凡72万、白熱はアメ 9 カ年85

. 000万、日本約 12. 000万、料金貸光灯75セント、日本凡

￥ 500- . 白熱13セント、日本凡￥ 50ーと云ふ程度である

次に、鐙光n の利点lま…

f ィ〉近代建築の照明は光の色慨が日光に似ていて気持の

良いと と、熱が少いとと、輝度が低い と と ( 自に幻惑

感を奥えぬとと〉それから大きな窓から太陽光線が差

し込 む様に広い部分よ P光が出て投影が少い事と曾っ

た特性を要求されるが、蛍光灯は斯かる袈求を充? とし

ているとー言えるであらう口

くロコ効率。点でも、普遜電Eま1 ワット償" 10ノレーメ ン (

光束、 J レーメンとは光の盆を表ナ単位〉に封し、後光

灯は約 30ノレーメンであるから 同一設備で約 3 倍 C 明

るきになと口普通電球c ままで三倍の明るさ にする銭

にはE 線 を 大 < L 、聖書毘器を大量〈しな〈てはな b な

いが、後光灯に代えれば配線其@ 他もと のま まで三僚

の明るさにな P 、併も官E策代金は豊里りはない。

ひっ任怠の色が出る o .ff 允塗料。種類によ哲太陽光線と

同一色翻 C 盛光色を始めとし白色、援白色、主主色( 青

白色〕、絞色、桃色等任意。色が得られる 。

軍駐光色 ( pay ｬｩｧｨｴＩ は総画、染料、織物理 ｾｶ 色彩を

太陽光線下と同じ様K 見させるととが出来、色付鐙光

灯は飲食底、娯楽場等で用ν、b れて大量豊効果的であ る

鎖光灯¢事革命と点滅方式

事正光灯の署革命は里占滅により短か〈なる o 1 回の点滅に

よ II 3 時間乃至 5 時間 c 習革命が絡まると曾はれるか b

余 P 点滅を i演3誌にしない方が良いo アメ刀カ製品は、

3 時間に一回点滅。程度で約3，!i 00時間の書革命と官はれ

るo I ! ! 占減方式としては従来一般にグロ戸主イツチ型が

使用されている o 卓、上: ; < d<ン K 用 にはグロ戸スイッチ

を使用せず押ホ・声ン式でるる。何グロー型も? 甲ポタ y

型も共に点灯迄数秒を韮きするがスイツチを入れると邸

時に点灯ナる方式もある D 但し之は少七高債となる絞

だ口

盤 光 灯 (J:; 種 類

日本では40. 20.  17. 1!i. 10 ワットの各種がある口術

後光灯は放電が H ot start ， H :J t runni r. g の型を言う

ο であるが 、之と 似たものだが Cold s:art ， H Qt  run-

n mg 裂! はスリムラインと呼ばれ、叉 キオン管@ 内壁
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l亡後光塗料を塗つ?と型は後光サインと雷、われるo

E直光灯の欠点

次に後光灯。タ: 里占を列傘するが、何れの火点も之から

述べる僚に之を防止ナる事が可能であるD

( イ〉ちらつき ( Fl i cker) 後光灯にはちらつきがあ

って早い動作、高速作動機等C 照明に不使である。盛

光色慾光灯。場合5!i % v ちらつきがあるが、二本の蛍

光灯を用い簡単な・霊安田e ( コンダンサー使用〉を加える

ととにより 8 %程 度のちら つきに止めるととが出来、

何叉 3 本。蛍光灯& 三暦交流の各相につなげば 3 %迄

低下する D 普通電球のき b つきが 8 %程度だからより

以上フリッカーレ久( ちらつき止め〉となる謬だロ

( ロ〉色が揃い緩いo ff 光塗料 C 比 重C 関係上I司じ盛

光色でも各管毎に色が揃わない欠点がある。此の欠点

はアメリ力に於ても完金に克服する乙とは因縁の様だ

〔ノ、〉値段が高いo 現 在c 日; 本に於ける蛍光灯の値段

は普遜篭球の約 5 倍でる o からアメ D 主に於いては約

5 倍であるからせめて、此 の程度迄 メーカーに於ける

コスト引下が望ましい。

( = - ) パワーフアグター( カ率〉が怒いo 普 通 約6 0 %

であるが、，，; . . - デンサーを使用ナる ζ とによ1 J 100% 

迄改善容易でるる。前述の 2 灯用フ D ツカレス型、又

は最近市販の r:;< !J. ピラー」使用。場合力率は 100. %

に改善される D

( ホ〕ラヂオ雑音の原因となる。グロースヰツチ裂の

場合点灯ス F ート駁秒間にラヂオに雑音が入るとと h

h 之は 0. 05 " イクロの= ンデンザーをグロースイッ

チの筒lit l C 使用すれば防止される。

( へ〉外集。温度が低いと点灯し難い白書量光幻は管壁

温度採氏40度が最良線件である冬季に於いて外然。温

度が理事皮になる Ｎ と Ｗｾ 銀の蒸気ｊｊＡ減少。篤明る〈ならな

い。 l比の場合管の周闘にセルロイド毒事でカバーを附け

ると点灯重量J k 分にして白熱にして管壁40度に皇室し明る

〈なる口冷厳庫内 c 照明にも後光灯ー名「令光灯は熱

を出さないから使用されているが此 ¢場合 も 管 の 保 温

用カバーを使用する D

( ト〕電I I v 高下で署革命が縮まる o J f f 光灯は' i l t mが低

〈ても高〈ても事革命が短〈なに又依電] Ev 場 合 と 普

通常球は暗〈ても灯いているが、後光灯は約7 0 V以下

に降下ナると消灯する。定電l l ! 裳就により之を防空「得

るから誘蛾灯には通常定往歴装置を附けてあるロ

( チ〉エイマチを入れてから点灯迄に数秒かかる o グ

ロースイ ッチ 又は押 ボタン型共に数秒を要ナるが、即

時点灯方式を使用 T るとと Uてより其C 不伎が除かれる

とと前述。溢 P である。 以 上

( 終りに経費c 駄を庶民の方から開〈と 、各車土及び各取

扱応で失々異るが、スタンドは器具によ P種 k 毒事差があ

るが、先ず金風畢 ｾ Ｎ ｶ も ｣ なら￥ ＲＮＰＰＰ 一位から其他 Ｑ セ

ッ ト ￥ 1. 000一位から出来るそうであ る。工事後は億 灯

線から= ードで使用出来るから特種の施政でない限 P 家

庭では殆ど不歪きであるo 要は笛初の設備が檎高慣につ〈

が、長期( ! ( 使用する時は安僚となる 0・筒故障のあった時

修漫などにつき心配される向があるも、同 i此白接施工の

もの は責任を持って後の愛成にサービスさ れる由である

因に靭日笹子工業株式合軍士は、大阪市犬、医大仁一丁目

七番地( 電話穏島2315. 5806番〉
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臨 時 建 築 制 限 規 則 便 覧 (2(; .2.4建設省令第4俊改正〉

用 途 5) IJ 築 造 別 | 構 造 別 規 様
5) 1] 

穴 箆 母H事 屈 手本拠

備 考

許 可 許 nj 出 不 要

300卒 p米をとえるも
I曾司告の場合は既4存{隊部第分1  

<0 

。 も加算する 第

1. 劇 場 、 映函 館、客 席その
新 築

オτ 建

鋭

増築の場合はE阻E者F害部草分

他 とれ に類 す る奥行場

築 |

300平 方 米 以 下の もの
。

を 加 算 し て 上 波 以

下の と き に 限 る 第6僚

司君
床 閥 鋼 材100 トンをと

2. ォ ーデ 4 トりアムを有ナ |不 燃

。 第Ｔｑ華第 Ｒ ｾ

及

調 係 鋼1錦元00材材る諮11も00以のb  ト下yンの以aも下tのえ@  

る集曾揚〈公民館、公舎

耐 火

積 な

。 第 Ｖｾ 権第 Ｑ 鋭

改 築 構

堂、! J } 働合館を合むう

詰主 に〈 も ｾ
。 第8j 際

3. 舞踏揚〈岡敬習所を合む〉 改

造 其の他 構 造
3001 j ! 方米以下のもの

。 第 Ｘｾ 華

iす べ て の

一

10卒 方 米 以 下 。 も @
。

第10僚第4 i 条第1主頁包容

キャバレー

持善 治

木

法 | 凶22. 2. 8後に築造した 1

0
1

300平方米 を とえ る 物

4. マー ケット

木 造 以 外 昭9292928. uuu卒方米を101 1  
| 第 端 第3続

用 途 変 更

後 に 築 と え る も の

迭し た 3問 料 ζ1 1
0

1  
もの え 1. 000平 方 米 C  

以 下の も @

.構ずぺて@||300卒方2米.2以.7下 C も0

まき叉は昭2 以 前の物

1. 専用華住士宅、農家、漁家 新

築築築

床面積に閥係な〈〈 Jく10 。 第8僚

' 2. ｾ佼育法による第佼
』改曾

す べ て の 平方米以下を除

3. 紐 努 安 定 本 幾部補殺の認、言霊

機 迭

10卒方米以下C も< 0 1 1
0 1 第10僚

した 公 共 事 にかかるも

の
用 途 変 更

す べ て 。

床面積に関係な 〈

1

0
1  

有事 主監

1. 災 害 救 助 法 に よ P 知察又

は市町村長が救助 C ため

新 築

にするも の

築

すべてC

床m積に関係な 〈
。第 ＱＰｾ 草

稽
有事 ま告

2. 90 日以内 c 存続。丸太等

。 仮設建 築 物 改 築

3.  7J<カE査定所

ート一一

一

4. 建設大臣 C 指定するも の
床 面 積K 関係なく

。
携 ま監
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IもMのUU3t平n方鋼米材を1 とどる 01  
00 トン

をとえるも。

格築

3UU卒方米 を とえ 1. 00U 一一

平方米以下又は鋼材10

第6僚 第11!JA!

む

新 築
木 造 ト Y をとえ 100 トY 以 O  場 i

下のもの ぷg-.

は

300卒方米以下C もの 第8僚
そ

脚 方 米 以 下 の も の 1- 1-
の

槍

築
槍 築

不 燃

銚 材100 ，t- :.- をと

第 Ｔ 僚第 Ｒｾ 置 部
床 燃 え る も の'

分

及
面 係 鋼 材1U トンをとえ

Tこ

耐 火
綾な 1UO トン以下C も 第61際 第1!l 虎

つ

。

トーー

ν、

有事 に く 鋼 材10 トン以下。 。
第8僚

て

政 築 もの

兵の他の剣捻のも ( f '， 話量

10平方米以下のも。
。第 ＱＰｾ 長

300平 方 米 以 下 @ も @

其の他構造

。
第8s祭

10平方米以下のもの 。
第10僚

昭22 1.0岬 方 米 を ζ1
0

L  
| 伊 保 第3鍛

すべて。

2，8  える もの

用会事豊更

後築浩に

構 造

し?と

1. 000 卒J古米以下

も。

。も。

昭和 ＲｾＮＲＧｾ 3UO: q; . 方米2. 2以.7下以の もにp築

又は昭2 前 。
以後竣功し

す べ て @ 迭したもの

たものに設

床面積@ 合計 1. UUU手 01ー

功の日から
第81様。2

6 ヶ月以内
方米をとえるもの

場事 雪量
同上3叫 方 米 を と え - τ -

第8僚の2

ると
1. 000 ｾ方米以下 の物

向上3UU卒方米以下。 ーτ
第輸を

のもの

註 木造構造構造上主要な柱、梁、床墜体、小屋。各k の全部叉は過牛のものが木材で格成されているも の

不燃構造
1/ 1/ 

"  
不燃材料.( 餓骨〉で構成されているもの

耐火構造 餓筋コ ｙ グ リート、銭骨島民筋コＺＮＭｾリート迭のもの

其c 他 構 造 木 材 及 び 鋼 材 を 全 然 使 用 し な い 構 造 @ も の

【 解 説 】

臨時建築制限規則の改正について

昭和 ＲＵ 年 Ｒ 月 Ｔ 日付をもって建段省令第 Ｙｾ 虎によＢ .  

一部改正がなぎれ 2 月5 日から施行されるととになった

改正の安里占を穆げると次C 如〈である。

1. 大規槙な木造建築物走規制したこと

木材は耳現時中又は験後¢濫伐によって貌図。山林が甚

だしく予定限し、とれ以上過伐すると閤土c 保全を阻害す

る' J ( 情にあるに反し、セメント織飼の生産は順闘に回復

し、その生産量が混在の需要震を上廻る程重量I r になって

いる c で 木 材 使 用 。 節 減 を 闘 札 木 造 以 外 の 不 然 建 築 物

。建設を助長する様に改定せら れた。

2. 建築物の移韓補修、建築物の附格設備が除外

44 

されたこと

規則の改正によ" . 建築物。附平野設備又は移事事補修が

手績を星空するととか ら除外されたととと、 90 日以内 C 存

続期間で丸太、天お; 又は よしず D 類を使用して仮設ナる

建築物と7 1 < 力資電所の建築物又は築造ナる部分。床面積

が10:q;. 方 メート Jレ以下@ 建築物が籾に手績を聖書しないも

I DI D内に遮加せられたロ

3. 特殊用途のものの禁止的な制限がな〈なった

こと

料亭等c 築造又は操業度の低い工場事業宣告の築造毒事。

禁止 的な制限が全面的に解徐せ られ、第 2 僚第 3 僚 の 全

文がf ! i J 除せられた。

4. 建設大臣の許可ま要する建築物の規制が緩和



された ζ と

劇訟映函館傍の特殊用途の木造建築物建築で 300 平方

メートノレを超える木造建築物の築造又は用途型軽更を伴う

改革量と築造する部分の床面積が 1，000 卒方メー¥. 11- を超

える木造建築物又は築港する昔I1分 に使用するI l 娃鏑手せが

100 トンを超える重量築物。築君主と周捻変更のみ・に限定せ

られ大巾 の緩和となった。

5 特別な取扱が廃止せられた乙と

今迄は重要産業にj濁しているもの、 3ζ は登録貿易室長老

は特別な萩吸を受けていたが、i j T . : I Eにより全面的に駿止

となって一般と同じ} 反敏となった D

8 届出走要する建築物が全面的に緩和されたこと

築法ナる部分。床面積が 300 平方メ戸トル以下のも C

く第 Ｔｦｬ 厳第 Ｑ ｾ 虎 ｃ 用途｀ も のを除 ＼Ｉと築迭する部分に使用

す る1 M延鋼材が10 トy 以下。建築物を築造する易合は金

T ! i i 的に届出るととで、それも工事完苦手前に届出ればよ い

ととと着工属は必要がな〈 なった D

何Z事用住宅、農家、漁家、感校教育法斥よる穆校、経

済安定本部総裁1Dlii!. 援した公共事業の ものは坪数。如何

にか主わらず届出を すれ ばいふととになった。

，. 脱法的運績建築行鴬走防止する規定が新に設

けられたこと

改 正規則によって 、B僚の2が新た に役け られ昭和25年

Ｒ 月 Ｕ 日以 後 ｋ 綾 ｲｪＩ した建築物は咳功。日から Ｖ ヶ月経 ｪｾ

しないと、 唆坊した部分。坪重量が加算される とと を 想定

され、股法的な i些綴建築行長吉を防止する絞になった。

8 知事の許可走受[ ずる建築物が4寵和されたこと

知芸員・の許可を受けなければならない建築物については

今回。改正によって大巾に緩和されたのであるが、特定

。 ものが別級 官 己載。第 Ｖｾ 長。規定 ｋ よる許可方針 によっ

て甲種防火地区又は準防火地m; : 内の木迭建築物が規制せ

られ、耐火裕治又は不燃格迭になさねばな b ない様 にな

り規則改正 ｃ 趣旨 に ｾＱ わ しむる 採になった白

以上が今回ｩｪ￞ＮＺ ｉｅｉｄ 大体。要ｾであるが臨時ｾ築制限規

制許可方針、 規則第 6 僚 o 規 定 に よる 許可方針を掲げて

街l参考にする次第である ロ

A  建設大臣の定める許可方針

規 則 第 6 U集。規定による許可は次によるとと

( 1) 木鐙建築物に釣してはその地に於ける同盟用途の

建築物。盆及び3壁際に幸i J ffl されている 妖況を検討し、そ

の用途。建築物が不足 してい ると惚められる場合に限 P

許可するとと

( 2) 不燃構造C 建築物は資材1 D W11当又は他の法令上支

障な 宮限 P 許可する とと

く3) 不燃構造。建築物の許可は木造建築物にA先して

行うとと

( 4) 指定生産資材卸j 善規則毒事に違反して取得 し?と資材

を使用する建築物は許可しないとと

くわ由民銅の! U当を 申宮脅 してい る も @に対 しては、本省

から ¢鍛鋼の制益重量: I i l : の範閣内で緊要度。高いものから

IIJ 当を定めるとと

( 6) 遊休建築物の古 鋼 材ID:fJ IJ 百を 悶り特に左 に偽げる

局主主に供ナる建築物に使用ナる鋼材はその泡牛車tを古鋼

材を利用せ しむる とと

〈イ〉 康I j 語、政函館、寄 席 そC 他に類ナる奥行湯

〈ロ〉 舞踏揚〈舞踏壁土習所 を合む〉キ ャバレ ー

ひ っ -競輪場、競馬場の類

ぴ〉市街地においては、建築され叉は建築されている

同種用途C 木造建築物 に比して規 模が特に大きな木造 建

築物は許可 しない とと

( 8) 多数公衆の使用促供する 建築物叉 は保安上木造で

は不適当と認占うられる大規模C 木fa建築物は許可しない

とと

C9〉建築物の設計が足築K 関ナる法令よ支障があると

E君、め られるもの又 は; I t の絞針で は建物として不備で 91績

主権築等を しなけ れば完ー金に使用し符ないと認めた場合

は許可しないとと

ぐ10) ま制IJ 第6僚第2!ll主の許可 K 益つては新K そ0 用 途

に 供しようとする建築物を築浩する もc として築造する

場合。許可方針に合致し、且つ構造鮫僚が新にそ IDJfl主主

に供し よう とする 建築物K 遺 してい る場合K 限 P 許可ナ

るζ とが出旅る

但し改正規J l I Hてより届出 を した第 8 僚に掲げる 用 途の

建築物を他IDm訟に供する掻合は益分の間許可しないと

と

( 11)  特定部門に周す るも ｃ で、その申筒ｾかか る築

港の必要相に つき 疑畿のある湯合はその業種。属する主

務官廊。所在の出先後翻 ｣ 意見をき ａ 許ｾを決定ナる乙

と
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B  臨時建築制限規則第 6僚規定による許可方針

第 1， '臨時建築制限規則〈以下規則という〉第 6 録。茨定による許可は、建般大臣のためる許可方針叉はと 0 方針に従

つてなすとと。

第 2， 法令に基〈行政E怒号)at 分若し〈は占領軍c 調達要求に関連L i 建築物を築造し又はその用途を俊夏ナる必要を生じ

? と場合は、第 1 によらないで許可するととができるとと。

調ｾＳ 、 木 造芳築物を同一1 ).地内に築造する援会で、そ¢床面積C 合 計 が 300 卒方メート t を超える場合はなるべ〈許可

しないととを原則主ナるが、事情1 1 : : むを得ない場合 t丈、次@ 表に掲げる床荷積c 合 算 値 及U 階段を大凡 の 限 度 と L

て許 ilj するととができるとと o と@ 限度以上。揚合は勿論 。とと、 ζ C限度内で許可する場合でも、で古るだけ.

外壁その他の主要構造部分を不燃材料以上のもので構成せ L めるお・置を講じ、大規模木造建築物規制j の趣旨に副わ

しめる ζ と。

表 単位平方メートル

分 築 量生 位 健

用 主主

市 街 地 建 築 物 法 適 用 域 内 市 街 地 震

備 考

類 甲 種 防 火 | 準 防 火 | そ 。 他

築 物 法 適

地 区 高 城

用 医 域 外

待 合 、 貸 席

1  

料亭. 特殊飲食庭、カフ z ーそ C 他 の

単 防 火 直 域 以

500 600 

値飲食底、喫茶底、常設展覧合場、観

類 2 階 建

上では不許可

物 場 C奥行易を除 o 公 家 浴 場 等

1 i 1 ' < 館. 下宿屋、宿泊客筒合、共同住宅

2  

集合場( オーデ 4 トリアムを有ナるも

甲鍾防火地J a (

500 600 600 

。を除 o 百貨底、遊技場、屋内運動

類 2 階 建

では不許可

場 等

3  
事務所、底部、倉庫、病院、診療所、

500 1，000 

2 階1，0建00 同同 省右-

類
公臆合等

4  
500 1，000 

類

工場、作業場、事業場毒事

1，000 

5  
500 500 

類

その他の用主主@ も@

1，000 1，000 

第4， B賢告、展覧、叡覧等のため C 工作物の築造は、餓骨造その他の木造以外c もC で、泡倖怠古銀材を使用する場合

は、許可するととがで量るとと。

宮f6!i、 規 則 第6，官製第2皇室。規定 に よる用途鑓更をナる場合は、左C 各銭。 1 に骸主与する援会は許可するととができるとと

1、 昭和 25竿 2 月5 日以後に唆功した建築物をその彪坊の日から 8 ヶ刀以内に用途変更ナる揚合で、新たにその用

訟に供する建築物を築治 T るものとしても第 3 0限度内に牧まる場合。

2、 昭和25fp 2 月4 日以前に綾功した建築物を用途変更する場合で、 1 0限度内に枚まる場合、若しくは新な用主主

が従前 C 用途に類似し、且つ書写治設備に変更を加えない場合。
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建 築 積 算 便 賀 ( 第10回)

銅

材

号発

カ

塗

19・ 鎖 骨 防 錆 塗 ヱ ( 鎖骨も011蛍り筒坪)

算 ｉｾ ｾ ｉ＠ s Z 4 2 Z +平 11竺 竺

角 飼

S =  154. 14 
= ーーーーーーー】-町田』

A  

1  'C: 重量鋼

s =与77_ . 07 +  77. 07 

- A + .I:I二"TT- - Fー

s  ｾ｟｟｟｟｟ｉＡ｟Ｎ｟ｦＡＡ｟＠ +  77. 07 

7 A. +玄( B- ' 1' ) ，一寸

S  =l= 77. 07 

弓=-ー一一一一一

T  

上史公式に於て S =銀 管 1 もon1者り塗面跨 A 、B - 2 湿の長サ又 It.m! ( mm) T  = 厚サ ( m m)  

大陸に於て 簸骨 1 ton蛍り 9- 12筒 坪 な り 。 ( 塗 工 1 - 1. 5入/もon)

11 . 塑 鍋 の 領 絡 割 合 ( 色on蛍り ) L 3x 25 X 25 を1 . 00とす。

寸 法 同 司| 寸 法 [由一会11 寸
法 | 割 合

L 3 x 2 5 X 25  

I， 3x:，Ox30 

I， 3x 35x : s  

I， 3 x 4リx40

I r  4 x . . Ox50 

I， 6xδ リx50

L  6x 65X65 

1. 00 11 L 6 x 7 5 Xぉ 1 0.ti7 

1. 0.) Ii 1， 8X50x 5o 1  0. 73 

0. 93  11 L 8x 6 5 x 6 δ 1  0. 67 

0. 9<1 11 L 9 x 75x75 1  0. 67 

日711 L 1 0 x 9 0 x 9 o  1  0. 60 

E石-11 L 1 0 x l OOx10'J '  I 間

百円 L  12x 7ox7δ 目玉了

(註) 上表1' 1 . 自由慣によるものとす。

12. 古軌燦伎尽の鎌骨よ家 ( ton醤り)

名 脅専 摘

古 軌 (際 30kg 

丸 鋼 16日1 mゆ 小 屋 ・ 桂国 筋 逮

英 の 他 リベット・ボールト・プレイト・ワツシヤー

( 計)

エ 渇 加 工 現寸・罫 ;1 ・切込・孔明・火遁. ! 目立・絞鋲

現場ゐ立・加工
取付共

小 選 搬 材料及靭資材

華主 雪量 錆止ペ ゾキ 塗り

要

I， 7x75x101 

I ， 10X75x10'J 

I， 13x75x l O'J 

C δ x 5 0 X l O'J 

E 8 x 9( ) x :o0)  

C: 9x 90x 25'J 

0. 60 

0. 60 

0. 50 

1. 23 

0. 80 

0. 63 

|恩位|敏 盤

t on 0. 840 

ｉｾ＠ ｏＮｯｾ＠

ｉｾ＠ 0. 117 

ｉｾ＠ 1. υ00 

人 7  

ｉｾ＠ 2  

ｉｾ＠ 2  

士ヰi 6  

エ 局 間 資 材 酸素 ・ヵーバイト・石 炭・ ヨー ｆ ス・ ｦｦｬ 寸 ＵＱ 材料・熔ｾ 衿， 式 1  

運 搬 主主
式

1  

| 路 銀 重 量 及 雑 費 恨締ポールト・電力総 資 ・続金友諸借り 式
l  

- 39 ー
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48  

7. 煉 瓦 及 タ イ ル 工 事

1. 燦支鍛努の3江出及材斜・努力

V P - 位面積積りの枚鍛 ー殴申車位毘宮町靴m
墜 厚

墜 厚

1】， 8
立 停

尺8
川 9 I面 坪 | 尺2

"' 
聞

( 尺)

0旬、 6: ，0  3fl10  18. 1 65 211¥ 自 8. :{ O. 日3

{，8  )  350)  
1". 2 日3 20';  6. 8 4. 4 8. "  

0q..τ96 :， 

1. 0 B ゆ
日20 ::l 730 ＱＷＮｾ＠ 1ao 43市 1. 2  ! U  1代. 7

5.'i 3  3: W)  1fi . 4 12.)  
412 11. 1¥ 8. 8 1' :.  () 0. 75 

m 逗滋
60日 ::l H九() 1' :. 9 19;  

1146 18 13.  !l 2:号. 0 1. 0;  

一
640 32.10 11¥. 1 187 時1巧 17. 2 13. 2 2  . 0 

2. 0B 議
日01 3111 () 11¥. 7 11 21¥') 862 24 

川 引 い 主 ー

時九 I  3220 14. ¥1 I!  825 23 1  7  • I  1  :-l 2. 0  !I 1. !)S 

( 佐) 上関' 士銀絡型 2t. I I X 1".  OXf U) Cl l l  (fUJ x : -l 3x 2. 0寸) をj j " す。同地t c . m.

下 繍l士 、 菌 型 2 ・. 7X11) .  !J X (-i .() Cl l1 (7. 九xS. 6X2.  0寸) を示す。目地8分 ( l c m)

耐 火 煉 瓦 1'1 21. O  x  fi. 勺 m ( 7. 1 x 日. 5x2. 1o寸) とす。

高高

l制 の 刊|煉 瓦 |… ル |セメ γ ト | 砂 | 吋 工 | 手 俸主主礎煉瓦段E設 ( 尺 ) 11 ( 枚) I  ( 立坪) I  ( 袋) I  ( 立坪) I  ( ^ )  I  ( 入)

議E 1  段|
0. 21 8  0.11:的7 I  り. ( )42 O. ()) 'IH 

O. O:-l L  I  。. Ol ( i

布 2  段 0. 4o 11l ( ) . けo ｉＺｾ＠ I  0. 0:，:-1 0.() 1) 17 
O. ('1>:2 しf L1 5 L

燦 (

延

3  段 (). !l l:! 4  0. 0 '2 1  I  0. 124 。ＮＱＩ ＨＩｾＵ O. ￹ｾ ＱＳ＠ (l . 047 

瓦 ー 4  段
り. !I2 H2 O. n叫 7 1  I Uf i 月 0. 01:: 4  ( ) . 123 り. () ・.2

積 聞
5  

段
1. 1λ 411 け. O():!;{ I  0. 217 O. ゆ( H2 0. 1九4 0. l ' 77 常

量F匹料L  

日
段 1. 38 Ｔｾ＠ 11.0 叫 1 I  0. 2-t 8  O. () 11¥2  0. 185 O.II!I 日

7  F空 1. 1  li() 0. 0 ゆ; I  O. 2! IO 0. 01" '1  ().21時 け. HI 月

0B. 5  傍力
8  

段 1. P4 G{  O.I)().i ¥J 1  0. H31 1).けO，iX 0. 2 .. HI n. 12: ¥ 

，_. ，_. 
9  

段 2. 07 72 o  ，101;7 I  f U! "2 け. 0け71) 0. 277 I  け. 1Hり

1"  段 2. !-l 0  :  81 け. 1) 174 0. 414 0. 0 附4 川. :.10. 1{ I  11.1弓4

( 駐) 1. 高さは同地1c ，， ( 日分) とし剣瓦( ' 1 萄型とす。

2. 親絡I D! の原合 ( i ' bJ . 瓦枚徹、英他を約 ' . 0 併するものとす。

3. 主主の他偉れ等をi . t，C 僚主し見之むものとす。

4. セメ y トば、 1ｾ建巧 Ｇｧｫ 入りと寸。

[). 上剣士隼校積なるを以て、 1 枚績の弱合( ' 12侍するものとす。

作 事集 穏 710 l妹 疋 |… 山 γ ト| 砂 | 阿ヱ | 手 子
役 ( 枚) I  < 立坪)r<袋) I  ( 立坪) I  ( 人) I  ( 人

!2f' 数数
国 坪 O. "u円

。.7..{ 0 . 0 5  O. 旦呂 0. 12 

床 煉 瓦 政 tr1、ョョ

1/  21.') 0. 02)  1. OJ  0. 0三1 0. 42 0. 21 

排 水 機 ・溜 桝 煉瓦 10 ，()佼 1l )5t) 0. 0¥12 5.11;  0. 10.)  4. 30 : ' .15 

援 問 坪 21fl  ()..020 LI)(I O. O. : H ＰＮＷｾ＠ 0. 31l 

煉 疋 段 下 地 1. 0 B  

1/  4・:0 0. 04¥1 2. 00 O. ()..11 1. 18 0. 5!J 

O. ()'i2 
一

1. 5 B  
。

(i4!号 O. Ol i O 3. ()u 1. 28 (). (泊;

2. 08 1/  8  j() 0. 07H 4. 0J  0. OS2 1. 41) 0. 73 I  

1綻 務 煉瓦 1100枚 l ()九。 ().I) g3 4. 66 O. O! I ，') 4. 日O

根 軍費 1/  1/  105t1 0. 083 4. 66 0. 0! J 5 2. 30 2. BO I  

- 4 0 ー



100u放に付
1. ｾ ［Ｉ＠ l. z5 

土 中
額 。 5 B  / /  

1. 11 1. 84 

。 10 B  ノノ

1. 0)  1. f)() 

/ /  
ｾＮＲＲ＠ 1. 11 

。1 . 0 B  / /  2. 22 1. 11 

塗 積 。 1 . 5 B  / /  //  / /  
。 / /  2. 0J  1. 0')  

( 化 経出 積 ) J  // 2. 0 B  
/ /  

1. 尽2 O. !l l  

。 8. 0 B  //  1. '8il O. !l 4  

。 S.  ::4 1. 1-07  

治 塗
下

地1 . r : i B
/ /  

日. 1S 1. 日7

/ /  //  // //  

持
2. 0 B  

/ /  
2. !・5 1. 50 

一 一一

8. 0 B  
/ /  2. 7E; 1  il 日

一 一 一
/ /  日.711 .， 、 Ｎ ｾ ｴｽ

一- 一一 " ー 一

迫 洗 出

鎖 。 1 . 5 B  
//  !l . 4 )  4. 2!) 

ーーー //  //  // //  

持
ゲ 2. 0 B  //  

九 州 2. !i () 

。 8. 0 B  //  
4. ( 1) 2. 0ヲ

//  
一 一

fi . 70  ｾ Ｎ＠ 3;') 

採 瓦 格

' " 切 込 幽 形
/ /  一 一

2 )_ 0:1  HJ . OO  

1 jf. 坪 3" 10 0. 360  20. 2  υ. !l 72 l i i .O')  7. !i O  

普細 娘 瓦

積 。 2. 0 B  / /  
日lil () 0. 333  1  R.  6  0. : N4  (i. 4，，)  3. 20 

/，1 /，1 
1 立方尺 18  0. 0')2  η.no 0. 002 0. ')"  0.0: ) 

ゲ1 . 0 B 1 平方尺 12 0. 0114 O. り日 0. O't14 O. O!l 0.112 

fil 11 頃 位 | 厚 代 日B I  1.りB

布mR  

ｾ＠
l. !i B  I  ;，! . OB 

煉 瓦
枚

宇 1050 l O.i O  1 %0  1')β0 

瓦 疋ー
セ メ γ ト rOI、日ス 袋

5. 0 [1. 0 日.() 5. 0 

話。

主明 o  。
砂

立坪
1' . 11 0. 11 0. 11 O. l l  

煉 瓦 工
人

3. 8 2. 7 2. 0  1. 7  

枚

人 夫 総 瓦 工 手 冗 /1 1. 1  0. 7  0. ;') 0，4  

付
/ /  そルｾル 練 / /  0. 8  0. 6  0. 5  0. 4 

)  

/ /  'h! 瓦・そ J I， ｾル 運搬 /1 1. 7  1. 2  0， ｾｉ＠ I  (). 8  

建 物 の 附 政 |

2. 煉玄積マーチ代架手悶 (  1雨坪li 付き)

梁 間 I! 製 作 ｉｉ｟ｾ ｈ 立 l 奴 外 1，_ 11 _ _笠 L 一一一一

( 刊) 11 大 工 | 人 夫 11 大 工 | 人 夫 H 大 工 1 人 夫 11 大 工 入 夫

.- 41 ー
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3.  燦友ドロ li し及験し ( 煉瓦1001枚に付)

名 鰐 ｼ 恩 ｬ セメ γ ト・そげル 積 のもの Ｑ 石 灰 モルｾ ) 1 - 積のもの

|  位 11 調合艮; き 目地 1 ' ? 黒 き目地 11 調合隠き 同町 1 ' ? 懇 きR 納

入 夫 | 入 11 0. O()34 1  0. 0 )2:) 11  O. n015 1  0. 0:)l1_ 

4. I，! 紅煉瓦張付 (国;坪蛍 り)

手号 限
1I翠 位 " ZJS- mな る 卒墜 関口書官ある 髭

化 粧 煉 瓦
枚 554 554 

そｾ )1- ｾ＠ )1- 1:  8酉E合とす
立坪 0. 014 0. 014 

( セ メ γ ト) 50kg入
袋 0. 8 0. 8 

( 砂)
立坪 0. 016 0. 016 

左 官
人 0. 7 1. 0  

人 夫
'? 0. 25 0. 45 

5. 粧目 tlll 入れ ( 関坪蛍り)

ー名 詩書
車 位 | 卒 目 砲 覆 輸 白 地

.:r )1レ タノ1 - 1 : 2酉E合とす
立坪 0. 0022 O. ( )022 

( セ メ シ ト ) 50耳障入とす
袋 0. 16 0. 16 

( 砂)
立坪 0. 0322 0. 0022 

左 官
人 0. 2 0. 3  

人 失
' ? 0. 1 O. 15 

;| 主告主主
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タ

イ

11-

現問

要努事

フ3

(  

坪間

鴬り

)  

( 駐) 1. A  I  ｂ［ｉ まタイル各湛の寸法を主主 ｾ ｩＧ。

2. 下段のゴチック槻l士、 1 国降蛍り概算鍛盈( 目地なし) を示す。但し内9H局笠木は

1 間賞りの本E設とす。

3. C I 内l工、特殊製影のものを示す。

4. 木表l士、間関係、司法のものを 、上下問一行に阻列せり。

築震に二よと 11 卒

箆

の 主 易 合 鳥居 合 立上り 使 用

5 寸角
0. 50 O. 日目 (' .丹8

。時 Ii11 O217-.J.86M q  0  H  

カ

九百寸角 0. 77 1. ()J ( ' .89 (I.!J?: 

，、.、 11、口
1. 00 1. Ｚｾｏ＠ 1. 15 J . 2!l 

1 寸角以下 1. 11 1. 担4 1. 28  l. aH 

5 寸角
O. HH 0. 43 

床 1l . 1i 寸角 O. 品。 0. 6o 

ー一回一

11、口 0.117 0. 87 

1 寸角以下
1.け内 1. an 

洗閉所友流し台等
1. 88 

タイル白地スれ !L185E寸旦5 型寸角

タイル工1人にて 7 - PJitl 間停嘗り O.12.' 'i入

所要努力( 面坪蛍り) 角

1/  7- 11坪 1/  0. 11 人

' /  1l - 1:'iJitl ' / I l . 晴人

タイル姑モル F ル所・要盟主
11 1 聞 に つ き セメ γ ト 約 1 袋

υ. Ol o 立 停 { 砂 約 山 立 坪

- 43 ー
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8. 石 ・ 研 工 事

1 . 右 材 寸 法

千き隅

板 石 延 Zヨ 間 知 石

形

4  三Ｎ ｾ主 震ヂ
R犬

出 呼 格 1 B  I  D  

- .ー-ー『
l も 11 呼 構 | B  I  D  I  t  11 呼 解 I L  1商 ラ

三一 2 5 1 4 2 0 11 四 豆 延 M O.fi 10: 4 

花 三 尺 板 3. 01  1 - 2  1  // 主六六七延延 // 1  o. (i 1  (1.1'; 

*  
= 宝 飯 3. 51 // 10. 35 1 ;;';; -e ;t!!; 1  // 10. 710. ' ;  

備

四 日 4. 01 // 1  0 い 廷 。 0. 81 ().7 

合
石

四玄板 ＴＮＵＱ｟ＧＱ｟ Ｑ ｾＱ Ｑ 尺入廷 。 ユェ ｟ｑ ｊ ｾ

豆 尺 板 5. 011. ふー.2 10. 5 尺 二 廷 。 1. 21 1. 0  

六 尺 板 6.01 / 1 1.1._..1 

一 一 一 一

類

iIs 11 ｾ長石・磁石・潟右 ー ｼ用途 ｊ ｉ 布石・後右・段石 | 用途| 郡吉・根切回匡打あみ

ロcロs  

名 稽 玄 若手 石 11 岩 岐 右 間 知 耳ヨ

(  

一 尺 板 1. 9
0よ 0. 2 l- 呼 同 | I  D  1 も! 呼 稽 I 1 | 商 ラ

寸

翠E
四 豆 板 2. 4 。 。 入巾岩岐 不同 0. 8 10 . 4 0 ノ 印 1. 2d. 8Xη. ｾ＠

上 = 尺 2. 9 1. 0  1(1.251 尺君主。
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庫 懸 建 設 工 業 組 合

十 周 年 式 典 暴 行

兵庫建霊堂工業組合にては創立後本年旅30年に相曾ナる

ので 組合30周年¢配念式典が 4 月 8 日10時から盛大に穆

行さ れた 。第 1 日は神戸商工会Z健所で際倣表彰式並1 ( 燃

役奥式に始り 11時から問所大合露皇室でwe念式典に移っ? と

式場ｾ員長森本建謝氏関舎￠齢、山内耳 ｾ￣ＧｪＮ 理事、経過報

告. 小川副組合長官耳領宣示、松i清組合長挨拶後建3 i ! 大医

麻生L市外多量t来賓の統笛?があって接待: f 員長官下篠宮! ( .  .E{; 

問舎の院で] 度休愈 した。本合よりは尾崎久助窓事と大

和常務理事列席したが、合長代裂として尾崎麹高野が況僻

を述べたo 1 時 3 階大ホー ルで 2) 0 余名食卓につ吉岡

組合¢前訟を祝隠乾歪した。

越えて 9 日須磨寺で物故組合員の慰霊霊祭が之叉虚大に

琢畿れ? と。伶近〈舵念史や組合員集者名簿を音量行ナるた

め目下策h 準 備中の自である。其完成を新三2て止まない

図に向日の綱領は下のi l ! i ll であった。

1. 信重量と責任を重んじ、業界の偲涯を昂揚する

1. 徳H生と品位の向上に努め、業界の縫. i t を等霊ナる

1. 技術@ 務績と経普C 合理化に徹し、銀J早c 充貨V t M

紳す る

ｬＮｾを ｴ 且Ｚ，Ｙ早に求め科隼の活用と相侠って佐紀。革新を

期し業界に寄奥する

1. 努事長協閥、開業ー致、共醇祭化。貧を. げ. 日本建

飯業界¢本領を褒揮する

丘

ハ

=

( 4 月分〉務曾
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「イ申ぴる家と住まい方J 出 版

さ き に 本 協舎 に て 懸 賞募 集 を し た 「 伸 び る 家J

園 集 中、 入選 、佳作及び選外侵害容と認むるもの33

賠 を 集 録 し 、 住 ま い 方 記 事 と し て そ の 道 の 各 氏 に

凡 ゆ る 面 か ら 住 宅 に 封 ず る 諸 要 酷 ぞ 御 執 筆 願 っ た

ものぞ、 B 5 鼠型 80 余 頁 に 編 集 、 斬新 美 麗 な 表

紙 そ 配 し 出 版 し た 所 、 将 来 進 歩 的 な 新 築Z甘される

局 叉 震 計 者 及 接 生 諸 兄 の 参 考 書 と も な れ 住 宅 金

担 金 庫 法 案の 通 過 と 共 に会 場 其 他か ら 時 局 柄 大 費

な好評 ｾ博して いるＮ

尚手持ｾ有しているので一昔骨密座右にせられん

事 を 御 推 奨 す る 。

護官電所 M朝 日 ピ ル 六 階 及 天 神 橋 建 設t書館内分室

へ 、 又 地方 で は 東 海 g 京 都、 兵 庫 、 中 国 . 私 歌 山

九 州各 支 部の 最 寄 りの所ーえ 御 申 込の事。

定 債 同 一 部 ￥200.- 本 協 含 員 は一 部 ￥ 180.

ー 但主主料賓費( 一 部 18. ー〉、* 受くる事.

タ 拘 ヲ 届i 呂

タt J ラボイラー

新 車 理 事 官 四 日 正 午- 3 時 於 建鮫合館

1E午よ P 竹腰曾長. 吉田監事外17名出目官官E運事合問似

Ｒｾ 年度決算ゑ認、次年度 へ号 ｬ 繊事項 、 委員合民主理事項

協擦が符報告怠LZ君、、合長よ P 退任役員に断言伝を表し午

c : 後散命、 2ト時より問所で新宮E連事合開催、竹腰曾長

外21名出席引縫を了し? と後理事分欲、定例目、 25年度

各都合委員合弾事成、合員経衡、官者綴告通事協議車c館、した

後分電位苦手に打合せ 3 時停飲合。

新 華 続 集 禽 14 明 3 時羽目 l乙て嘗繍ザ合羽催、善宙開

題l6: ' . I l i I l $: ; 買協綴o 15 日2 時羽 H に・亡新編集合間他 9(

絡事項検討及25年度方針協訟。 28日2 時から朝日 6 月

級九州支部被及 7 月鍛協厳 した。

建 材 審 査 委 員 曾 17 日E 午 於 籾 日

低温委員長外 Ｑ Ｐ 名尚 席昨年来籾査中の ＮＥＮｖｾ ードにつ

き最後約審査をなした口

府 嘗 ア パ ー ト 旦 串 倉野委員合主催

18日2 時から市: 内推寺町続築アパート見車。

住 宅 公 庫 説 明 禽 18a10時~於大手前合官官

府住宅 集主催 に係 る佳宅公ｬｬｬｉｾＧｦ［ｴ につ吉岡 線長タ トｉｬｴｾ耳

舎凋催. 市内、各買体、新聞紙測係、相絞E庁等出席、本

曾よりは大初常務恩恵防府した。

住 宅 展 委 員 禽 .1:)日 2 時 朝 日 大丸伸びる家展開期

切迫につき大丸側苦言民共最後打合せを した。

アサ包ビー) 1 . 工場昆感 20 日2n寺

曾勢委員合主催にて吹関工易見感、本舎としては験後

始めてC 久々撮り同工易見態。事で一向非常な満足を

得司ご 6 時頃解放した、曾ナる者40#; 名。

和 歌 山 曾 勢 委 員 曾 23日2 時

和歌山鯨建築課長室で開催. 奥村喜志員長外 6 名出席5

月下旬 を期 して支 部 ｴ 没 ｾｉｄ 件を議 した 後五量超 人舎を開

き直に本部に申凶手績 を治めた本部より大和常務獲高野

列席万般打合せ を行っ た。

全 記 曾 27 円I E-牛よ P 吉国主I l e理事外 5 4; 尚熔

害 ｾＡ｜Ｑ 言、都合停車成其他尽嘆合鍵祭事項を協援した。
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名 著 f l : l E 曾 民 池 田 貴 君 の 卦

本合名通是正合員費量

顧問池図賞君事宝震で

御帯ｾＮ中の ｅ 庁昭和 ＲＵ

年 Ｔ 月 ＲＴ 日西成ＱｩＡＡｩｾ

天下の自宅に於て73

オ の天害事を金し忽然

として永眠され誠に

痛 惜o 歪りである。

君は稲島! 豚出身、第

一高等感校 3己経、明

治37年東大建築科卒

業直に大飯府後察部技跡奔命、大正 9 年建築課長‘ 大正

13年l 2 月依願免官、其問都市計画委員合幹事、府各委員

科量士康俊設計監督等委嘱、建築行政K 愈された。官官時高

等官二等従四位動玄毒事I ' t : 昇銭、退官後池田建築事毒事所開

設努 ｫｾ 軍総都人音量行、又浪速高等裁備校長、京都大串ヱ

皐部、府女率、名古屋高工、島署西商工、ヱ皐専修校等の

理事務白IU1J 1! 託、昭和15年日本建材協合身長、晩年池図佐

久間建築事技所経営中であった。

手駐日本建築協舎には大1 E 6 年故片岡、武田、設S終氏等

と共に創寸. 委員とな P 、関西の一角に其旗織を樹立され

た恩人である。爾来理事長、副合長、監事時事に還され常

U亡命。干直後 に著書i喬、本舎今日。隆盛に寄奥された幼続は

多大である。就中昭手jげ、 8 年割合長時代、現在。靭日

ピルに事'lii e庁穆車事と同時代建築 グラプ. 建材陳列場開設

15周年記念事業企画、大美野、上芝、瑞光寺、緑丘住宅

惇毒事の大高野重量は会〈君の努力。賜である。昭和21年名着陸

定合員1' t : 24年顧問に推薦されたが、何今後共本舎の重量翼

として君に倹つも c が多かったc に病C ため途に不B章。

客となられ誠 l亡痛恨逗慕の念禁じ縫いも C がある。誌に

数 人0 略l ! i ! 5 と遼島幸当時。宵像を掲げ生前の御功績に対し

J f . ( 感謝の怠を表し読んで哀悼のE走者己主辞げ御冥繭をお前

P 申上げる。

閣に葬儀は25 日 3 時から科I弐によ B 自宅でJ l 士般に耳it !J

行われた。本曾よ P は代表弁上割合長市詞朗鎖、昼、綱

本、大和理事外事務局員著書列奔sllit 俄であった。

後

新緑映ゆる 5 月。怨、さる 3 月中旬よ

竺 町紳戸及西宮にで開他されて吋日本貿

易産業傍及アメ D カ 7 : I : . アを主題とし・て取り上げたが、

建築物としてはアメ !J tJ 憾。方には犬してと P ぁiタるべ

きも 0 がな〈、紳戸侮が主となった事は誌とされたい。

又湾民紹介も新制作汲合員による建造物が主とな P 、

主催者側の紳戸市建設局の野 田E主築課長 よ P も関西側設

計 K 成る建造物をも紹介せよとの御指示もあったが、編

集委員諸子。意考により七記の如くなった事は紙上を遜

じて会課長及び関係者 i亡深くお詑び申し上げる次第であ

る白記事も本紙掲載の外に阿国哲郎氏、森藤策郎氏、伊

藤奇襲朔氏絡にもお願いしていたが期日に l旬i亡合b ず紙上

主飾り得なかった事は遺憾であった。

本放のき重行も種々の都合によ P 大宮翌週れ ました事を合

員路・兄にお詑ぴ申し上げる。倫 6 月践は九州編集として

8 月初旬後行の銭定である。〈編集子〉
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定 合 員 大 西 幸 七 君 の 言 ト

本舎理事大西率七

君事員長て御加 f豊中の

鬼望ｾ［ＮｺＺ事耳石 井 無し

昭和 25年 4 月1 HI 阿

倍野区阪南町東 2 丁

目。自宅に於いて57

オを一期として逝去

され誠:-::i，朝合。極み

である。煮は徳島県系

出身、向勝三好農林

場校卒業後池田本J l

局、紳戸高見組、明1 E n 1 士大阪支庖を総て昭和16年共栄商

合 L 創設、同23年共祭溢背ヱ業株式含祉を設立、ア z フ

アルト防7J <. S1! i 袋耐酸l耐1出塗装工事請負と建材¢販. . をさ

れ今日に至った ものである。そ の問活住地町・合長、方面

委員、民生委員 等公官、に豆り御奮調をされていた。

本舎には偲和 16竿入合、前後理事、評議員、各委員曾

委員につかれ協 舎 と業界c つな がり に倒霊力を愛されて

いたが此@度不島君。客とな b tJ- 、誠に哀惜0 ;念祭ピ難い

ものがある。主主に御生前の御功績に対し厚〈感謝。z震を

表し議而哀悼0 1訟を捧'f 御冥穏を祈る次第である。

因 l亡告別式は 4 月14日午後 2 時から自宅に於いて盛大

に催された。本食よりは代表大林割合長弔詞朗税、鈴木

末尾評議員合議長、 f宇理事、大和常務規事外署員員著書列し

?と。

費 際 に 役 立 つ ( 主 と し て 工 場 建 築 に づ い て 〉

鋼構造の計算法テキスト出来

殻 て 予 告 し て い た 上 記 テ キ ス ト 、 長 ら 〈 不 足 そ

っけ皆様じ不使ｾ奥えていたが、この度印刷出来

上 っ た の で 御 希 望 の 向 は 至 急 本 部 事 務 所 又 は 各 最

寄 支 部 え 申 込 み さ れ た し 。

向 贋 格 は 此 の 度 の 分 は 特 償 と し て 、 一 部 145問

〈主主料共〉にて: J ; ; . 頒ちする.

建 築 と 粧 舎

第 3 1 輯 第 5 競

頁領 Ｑ 郷 ＶＰ 悶 Ｈ ｾ料共〉

昭和25年4刃25H印刷・昭和25年5月1自費行

編集後行人 戸 川 弘

褒 行 所 訣 日 本 建 築 協 曾

大阪市北区中ノ烏 3 ノ3靭目ピル

! こ土佐痢 @  1836. 3631番

電 話 t q q 4  0  

l北 演 ⑧ 1334- 日

銀 事 幸 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 東 医 北 新 町 二 丁 目

印 刷 者 中 川 真 佐 官

大 阪 市 東 軍 北 新 聞 了 二 丁 目

印 刷 所 ア ポ ロ 印 刷 所
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第二 ｅ ｚ 認本務初会議舎異怒 Ｎｾｾｾ と有綴者 登録について

｀ 第 二 回日 本 ｾ符合議曾員Ｚ謹怨 Ｚが 本年 十二月 に 行 わ ＮＱＧＧＭ ;1 す。

@ 第一固有植者名簿に登録された方 も改めて新た に有! 護者名符に登録し泣ければな りません.

① 本合は合員中凡そ有安俗者と推定さ れる方そ議問調査 して濯器管理 合に報告いた しま す。

@ 選士号管理合から五用二十一日 以降登徐カ ードを直接選附いたしま すから御入手の合員はそれに よって

洩れな く登 録を願い ます。

④ 登 録 カードの提出期間は五月二十一日 か ら七月二十 日までであ ります。

@ 有拙者は管理舎が奉安の'上Ts定いた します。

@ 有資格者と 思われるぢで: 胃: 捺 カー ドの 眉かな い方 {'J 直接選怨管理舎に御請求下さ い。

( 東京都台東区と野公園 ・日本拳街合議選怒・管理合〉

日本 Ｎ 率 ｾ Ｚ ｗｊ 会議舎員 選 考を及 び被選 奉 ｴ 産有資格者 ｻ 探 イ 牛

1. 科感叉は技術の研究者で iちてコてgJくのまとを舎に従事しE つ業績そも つ者で同合議濯怒管理 合が認定 し? と者

ＨＱＩ 技 術 研 究者一一 科ｾｾＧＨ二連結 じ て研究的態政Ｚぞも って技 術 に 従事す る者を意味し 必 ヂしも研究機関

に勤務ず るものに限らない。仰し 日常の業務が技術に閲浬してい る者 ( 例えば設計場にお け る製

間 作 業 、 桜繊の遺 ｾＨｹ 、 保 守 待機対的 に行 う業務 に 従事＿と従事 Ｚ ず ｦ る 者 、Ｍ ［ｪＧ［［Ａ 樫の研 究 者の定義 は 単

なる数民、 行政官、合紅員だけでt t府 究:f? と認め られないととになっている 7、であっ てもそれだ

けでは研究者と認め られないω 叉現に研究に従事 している とと子建前とす石。 しかし、かつて優

れた研究者でおって 、老幼そ の他の事情に より、現;(F.. は直接研究に従事してはいないが、そ の活

動が科 1撃に寄興する者付合まれる。

( 2) 研究論士一一謀術上の著書ゐるいほ 然るべき接訂雑誌に掲載設表された論 文、叉は然 ミ3ペき接 合

ｂｦ究機関 ｩ ぐ文官ーをも っ 之提 出 し 、 機 ￬ｴｾ 誌等 ｌ こ掲 毛えするｻ 賃値 があ る も のと 記 、め ら れて受 理 され た も

の を 志E長7 る。

ぐ3) 議務報告一一事見研究J投開の研究報告・合主宰におい・て 口痛で-EE表 した研究業績報告及び;文書叉ぽ 口

頭により行 わ Ｑ ＱＮた主主Ｎ額係官 ー〈 例 え ば ｪ 務所 上 演値あ毛ｾＩｭ， ｬｲ 季 、 鑑屯者 、 調 査 盤 、 大工事 Ｎ 大建造物工

事報告、パイp - ツ トプラン十 三2設限告弓: ) の女日さ研先論文に準-9-"る ものをいう 。喜星術上償値ある

特汗明細書討とれに準 歩・ る。

ＨＴＩ碗克 ‘ 冨［｟［ｾ 手 Ｍ［Ｍ Ｉ 宏 美 ＱＲ の く ＳＩ ｊ 研先考 ［ 玄関 Ｚ 完的 ｦｌ ｾ 去をも って 研 究と 従事 し始め だ Ｚ時から起算し 、

ｅ 互に 本 ｦ 計 二入 含した時 又は 双 子 先 ｉ ｾｾ￪ 悶等 ｬ こ 劫訪 し 始 め た Ｇ ｪＧ ， ｊ］＾ らで は ない。例えば研究 生 とな っ た 時

又は研究助成金奨劫金の交付. ; : 旨受けた持から越算する。

過去の; 芥究室が 澄汁 5年以との苦，式勿論、今演も引: 友き研克に従事すると とが飯原され25年 12月

10 日ミどでに 済党禄 5 年.以上に逮ずるも のも 含ま れ る。

Ｒ ， 上 記の僚 ｩ 牛 若 ｅ 汗し、且つ ｦ ＼ＮＮ Ｎ 乃 ｾｴ ｬ 昏の一つをも っ ていなければなら な い 。

( 1) 大事〈切! i l]、 理. 矧j与〉卒業浸 2 年以上の 者。

( 2)  ｊｴ ｝Ｚ ＺＧ ｾ ＰＱＧｾ Ｎ 教え斐成 若 手 Ｒ 改え は ｣ れら の Ｚ 裂さをと 同 等以 との 潔Ａ交 卒 業 後 Ｔ 年 以上 の者 。

( ( 1) 、( 2) と! 可等以上の率力必司f サーる 者と 認める! 司家試験合格 者、外閣の大型、専門接校卒業者

防準ヂる〉

くりそ の他研究歴 5 年以上の者。



紳奈川勝建築協曾にては今般下記の遜 り失業救済 と i

j 不燃化促進につき要路 に請 願 し本 舎にも 英 協 力方を申 j

i越さ れたo ;  

失業数湾要旨及説明の大略

要 旨 失 業主t済 事 業o j 電施に食って、建築事業は従来あ

ま l1 Wi られなかったのであるが、今後はと@ 認、殺 を改

めて 、建築方面をも大いに重減ナる必要がある D 殊 K

都市に於け る住宅建設などに力を注ぐとと以降局下最

も緊要であ るのみな b ず、失業対策としても適切な捻

怪と信ずるからと 0 ' "占記l怠あらむととを切望する D

官究明 従来建築事業があまりと P 上げられなかった理由

は色々あるが、建 築K 於ていは金工事費に主すする労務

賃銀@ 比事が約 5 闘に過ぎず、主主] ) " f 分は材料費であ

って救済能率が低いというととと、建築作業には熟練

技官室を必要とするから失業者数済には不肉だとさ れて

いたとと等が重な駄であったと思う口

建築工事に於げる損害銀比は成程一見t : j l ! 容だとは震え

ないが、他函之に使われる材料には各種多様の ものを

合んでいるので、建築が動き出せばそ 0 及 lまナE診型車は

頗る炭範図にわた P 、従って失業者。』合力日乞防智各 種

生産工業力の温存向上を図 る上にはか り知られぬ効果

がある D また作業には特殊技穏を必姿とす る商 も確に

多い@だが、併し鍛筋コ: . - - ? リート議。工芸停などにな

ると木造家屋などと皇室って左0 Ij- 熟練を憂しないo 維

にでも/ : 1" 1<*る高まな仕事: が者' しく 殖えて来る のであ る。

それに今後漁想される失業者は多く都合的であり頭倒

的もしくは工業的なも ot i と思われるか ら、地域 的 に

見ても、主蓋性作業と言 う点から 言って も、 建 築事 業I.;i

之絡をl J &. i技する 0 1"( 都 合がよ い と言える口

また以前にほ 多数 ｯｾ 毒事者を対象と するようなまと

まったも のが乏しかったが、不燃集合住宅C 建設の如

意大潟撲で永続 性。 ある大仕務が主主えている D

か〈の Jm<建 築4事業 は失業対 策 として優れた性質を

そなえているのであるが、更に日本の主息吹に於いては

都市c 再窓、殊に不燃住宅建設。卒業などは謝民c 活

動力を 恢復し 、最土密室H 日a : 維持ナるために不可欠。鍵

として多重立図民の湯量! o的となっている 。

失業対策については徒らに奮闘になづむ ζ とな〈積

極約i C 建築事業をと P 上げるべ きであって、 緊念失業

対策法に云う失業対策事迭に於いてもと の鮎研究工 夫

せねばならぬが、殊に公共事業c 企劉j ! { 施K 当つては

充分な認識を有って貫いたいと思う 。

不燃 化促準請願要旨と設明

要 旨 日本怨済再建産業復興は、先づ生涯の本拷としで

クて〈 ζ とC できない住居及び生産部門の建物の念速な

復興にあると信ずる。

然る K 現下。車1111廃託先態は蓬; 皇し、資金調達K 頗る困

難を招来して、政府@ 施策K も拘らず、とれら建物の

復興は遅々としてそ C 進捗を見ない! J i I . i ! えにあ る。

と ｯｾ 放を打開 ナ る方策として、特 ｋ 防火地区内建

築 K 対 し、助成或は貸付金の方主主を 、ま た各種災答防

ヒ対策として、公共建物のみならず、民間建物に対し

ても必要な構造補受並びに改修及び防火改修等に対 L

助成。方主主を鱗ぜ b れ、行き詰りの傾向にある建物の

復興促進に積極的方策を実施されるよう恕願ずる。

E究明

1 防火地区の指定による完全な防火施設をナるために

今日は資材の配給は有って島資金態。たの、とれが 建

築は 、貸付金又は助成金な〈しては甚だ‘ 困I M. d伏態で

ある口

2 近 時建物 l亡閥 ナる災害が定d 脅し たC は、戦時中建物

の維持管理。訟が充分でなかったとと、また終職後は

資材・入手困縫であった とと等がその大きな原因である

と考九られるが、金詰 ] ) 0今回 、とれが建物。鮒1Jl$補

強及び防火改修得一 向に駁みられず放任。」上ニむなさ実

情である D

3 円; 本i辺機再建の一環として貿易の荻奥については最

も強 〈要望されている所で、 とο 穏建物。1ぷ認は焦街

。急、とされてい るが 、米だそc 対策が rM立されていな

ν、。

4 先般住宅復興公附の設立 問題がとりあげら れ、住宅

復興促進に対する政府の誠怠ある対策については 、そ

の成果 を大い に期待十る所であるが更に ζ れ を 押 し 繍

め、産 業、貿易部門等 に対しで も公庫を燐光して、融

資。方主主を熔ずるととが綜合復興C 対策として 、極め

て緊要の とと A 考えあえて溢言するもの.である 。

之を妥するに、再建c 熱意、復量喜Oi l 或訟 はあれど も

資金等の閥係にて足ぷみ，快活 K あ P 、助成金補助金等

0 1倒を設けて、 ζ の降路 を打開せねば、日本再建はい

たずらに掛け l $におわる1倶れあり、建築不探 ζ そ、日

本 復 興代致命的な役割となる C を 恐 れ る 余 れ と の 第

五夫打開を諦願す るも c である口
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